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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

4/24現在 

父島 

77.69/100 

母島  

71.3/100 

3月気象状況  (父島) 

最高気温 24.6℃ 

最低気温 12.8℃ 

平均気温 19.6℃ 

平均湿度 72％ 

月降水量 25.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(４/1) 

      2,493人 

      父島   母島         

 人口  2,072人  421人 

 世帯  1,227     255 

                   
 

                
 

            

    

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
７
年
に
「平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
理
解
す
る

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
か
ら
防
衛
省
・自
衛
隊
の
協
力
を
得
て
、
硫

黄
島
旧
島
民
と
小
笠
原
村
民
の
日
帰
り
訪
島
事
業
を

入
間
基
地
か
ら
の
自
衛
隊
航
空
機
を
利
用
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
た
訪
島
事
業
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
小
笠
原
村
村
民

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

※
硫
黄
島
旧
島
民
を
対
象
と
し
た
訪
島
事
業
は
、
秋

ご
ろ
の
実
施
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。 

【日
程
】 

７
月
29
日(

月)

予
定 

午
前
７
時
30
分 

  
西
武
池
袋
線
稲
荷
山
公
園
駅
集
合 

午
前
９
時 

 
  

 

入
間
基
地
発 

午
前
11
時 
 
  

硫
黄
島
着 

午
後
１
時
～
５
時 
島
内
巡
拝 

午
後
５
時 

 
 
 

硫
黄
島
発 

午
後
７
時 

 
 
 

入
間
基
地
着 

午
後
７
時
20
分 

 

稲
荷
山
公
園
駅
解
散
予
定 

※
自
宅
か
ら
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
や
宿
泊

費
は
各
自
で
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
日
程
に
つ
い
て
は
調
整
中
の
た
め
、
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【移
動
】自
衛
隊
航
空
機(

入
間
基
地
～
硫
黄
島) 

【応
募
資
格
】 

 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
中
学
３
年
生
以
上
の

方
で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自
ら
で
健
康
管

理
の
で
き
る
方
。 

【募
集
人
数
】最
大
60
名(

１
世
帯
当
た
り
２
名
ま
で) 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、 

 

①
現
小
笠
原
村
中
学
３
年
生 

 

②
お
が
さ
わ
ら
丸
の
訪
島
事
業
で
上
陸
で
き
て
い

な
か
っ
た
平
成
29
年
度
以
降
の
当
時
小
笠
原

村
中
学
２
年
生
で
、
令
和
５
年
度
の
訪
島
事
業

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方 

 

③
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島
事
業
に
初
め
て
参
加
さ

れ
る
方
で
な
お
か
つ
村
で
の
在
住
年
数
の
長
い

方 

の
順
に
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【申
込
締
切
】５
月
17
日(

金) 

【申
込
窓
口
】総
務
課
、
母
島
支
所 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

【費
用
】２
万
円(

燃
料
代
・昼
食
代
・保
険
料
等 

一
部
負
担
金
と
し
て) 

※
現
小
笠
原
村
中
学
３
年
生
お
よ
び
、
お
が
さ
わ
ら

丸
の
訪
島
事
業
で
上
陸
で
き
な
か
っ
た
平
成
29
年

度
以
降
の
当
時
小
笠
原
村
中
学
２
年
生
で
、
令
和

５
年
度
の
訪
島
事
業
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は

参
加
費
無
料
。 

※
参
加
決
定
後
送
付
す
る
納
付
書
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。 

【参
加
決
定
】 

６
月
中
～
下
旬
頃
に
案
内
書
と
共
に
通
知
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

【注
意
事
項
】 

○
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
や
、

感
染
状
況
を
踏
ま
え
た
国
の
方
針
等
に
よ
っ
て
は
、

訪
島
事
業
の
実
施
中
止
ま
た
は
延
期
や
、
参
加
要

件
の
変
更
等
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

○
自
衛
隊
航
空
機
の
運
航
可
否
は
、
当
日
の
朝
に
判

明
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
中
止
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
宅
か
ら
集
合
場
所

ま
で
の
往
復
交
通
費
や
宿
泊
費
は
各
自
の
ご
負
担

と
な
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

  

２―

３
１
１
１ 

 

   

東
京
都
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂

災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
１２ 

年
法
律
第
５７
号)

第
７
条
第
１
項
お
よ
び
第
９
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ

び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
新
た
に

指
定
し
ま
し
た
。 

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
十
分
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。 

【告
示
日
】３
月
２２
日 

【告
示
番
号
】東
京
都
告
示
第
３
１
９
号 

【指
定
区
域
】父
島
字
奥
村 

教
職
員
住
宅
付
近 

(

詳
細
は
別
図
の
と
お
り) 

                   

※
東
京
都
「土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
マ
ッ
プ
」か
ら 

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
砂
防
担
当 

２―

２
１
６
３ 

   

小
笠
原
村
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の
義
援
金
受
付

を
、
３
月
31
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

硫
黄
島
訪
島
事
業 

一
般
村
民
参
加
者
募
集 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
・土
砂
災
害
特
別 

警
戒
区
域
の
指
定(

奥
村) 

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害 

義
援
金
の
報
告 
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皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
し
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
す
。 

【義
援
金
内
訳
】《父
島
》６
２
３
，
４
４
５
円 

《母
島
》２
５
０
，
８
５
４
円 

《合
計
》８
７
４
，
２
９
９
円 

 
 

な
お
、
今
後
義
援
金
を
お
考
え
の
方
は
、
直
接
日

本
赤
十
字
社
に
お
送
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【受
付
期
間
】
12
月
27
日(

金)
ま
で 

【口
座
記
号
番
号
】０
０
１
５
０‐
７‐
３
２
５
４
１
１ 

【口
座
加
入
者
名
】 

日
赤
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金 

※
窓
口
で
の
お
振
込
み
の
場
合
は
、
振
込
手
数
料
は

免
除
さ
れ
ま
す
。(

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
通
常
払
込
み
お

よ
び
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト
を
ご
利
用
の
場
合
は
、

所
定
の
振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。) 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
等
の
災
害
時
の
備
え
と
し

て
保
存
食(

ア
ル
フ
ァ
化
米)

と
保
存
水
を
備
蓄
し
て

い
ま
す
が
、
賞
味
期
限
間
近
の
保
存
食
と
保
存
水
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
配
布
い
た

し
ま
す
。 

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。 

【配
布
日
時
・場
所
】 

①
先
行
大
口
配
布 

 

《日
時
》５
月
12
日(

日)

、
18
日(

土)

、
19
日(

日) 

午
後
１
時
～
４
時
ま
で 

 

《場
所
》 

小
笠
原
小
中
学
校 

防
災
倉
庫(

中
学
校
校
舎
裏
手) 

小
笠
原
高
校
防
災
倉
庫(

高
校
正
門
奥) 

※
小
笠
原
小
中
学
校
・小
笠
原
高
校
で
は
、
大
口(

箱

単
位)

で
欲
し
い
方
の
み
の
配
布
と
な
り
ま
す
。 

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
日(

金)

ま
で
に
村
役
場 

総
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
配
布
場
所
は
学
校
の
敷
地
内
で
す
。
配
布
場
所
以

外
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
小
中
学
校
、
高
校
に
車
で
お
越
し
の
際
は
、
児
童
・

生
徒
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

②
小
口
配
布 

《日
時
》５
月
21
日(

火)

よ
り 

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
ま
で 

《場
所
》村
役
場
本
庁
舎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係   

２―

３
１
１
１ 

   

毎
年
恒
例
の
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
い
た
し

ま
す
。 

 

母
島
内
の
農
業･

漁
業･

商
工
・観
光
の
各
産
業
団
体

が
連
携
し
、
島
内
物
産
の
販
売
、
試
食
を
行
い
ま
す
。 

今
年
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
試
食
販
売
、
ラ
ム
酒

の
試
飲
、
亀
煮
や
島
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
な

ど
予
定
し
て
い
ま
す
。 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
母
島
の
味
覚
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。 

※
お
車
で
の
ご
来
場
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】５
月
４
日(
土) 

午
前
10
時
～
11
時
30
分
ご
ろ 

※
物
産
は
売
り
切
れ
次
第
終
了 

【場
所
】 

○
母
島
漁
協
売
店
周
辺 

○
村
役
場
母
島
支
所
駐
車
場
内  

●
問
合
せ
先 

 
   

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

３―

２
１
１
１ 

 

   

小
笠
原
諸
島
に
は
開
拓
の
初
期
か
ら
八
丈
島
出
身

の
方
が
多
く
入
植
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
八
丈
島
と
は

長
く
強
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
昭
和
63
年
６
月
26
日
、

小
笠
原
村
と
八
丈
町
は
友
好
町
村
都
市
提
携
を
結
ん

で
い
ま
す
。 

令
和
６
年
は
八
丈
町
の
町
政
施
行
70
周
年
の
年

で
す
。 

 

こ
れ
を
記
念
し
て
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
八
丈
寄
港
便

を
利
用
し
、
八
丈
町
へ
の
訪
問
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
機
会
に
、
小
笠
原
と
ゆ
か
り
の
深
い
八
丈
島
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【日
程
】 

○
６
月
24
日(

月) 
 

父
島
よ
り
お
が
さ
わ
ら
丸
八
丈
島
寄
港
上
り
便
に

乗
船 

○
６
月
25
日(

火) 

八
丈
島
底
土
港
に
到
着
、
下
船
後
は
島
内
視
察
、

視
察
終
了
後
解
散 

八
丈
島
到
着
後
、
村
が
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
町
内
視

察
バ
ス
に
て
、
八
丈
島
の
各
所
を
視
察
し
ま
す
。 

視
察
バ
ス
は
最
終
の
航
空
便
（午
後
５
時
30
分
八
丈

島
空
港
発
）に
間
に
合
う
よ
う
、
八
丈
島
空
港
を
経
由

す
る
行
程
で
運
行
し
ま
す
。 

【ご
確
認
く
だ
さ
い
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
乗
船
券
、
八
丈
町
か
ら
東
京
へ
の

移
動(

定
期
船
、
航
空
路)

、
八
丈
町
で
の
宿
泊
は
、
ご

自
身
で
ご
手
配
と
費
用
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。 

天
候
、
海
況
な
ど
に
よ
り
、
八
丈
島
寄
港
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
訪
問
事
業
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
悪

し
か
ら
ず
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

【参
加
申
込
】 

 

５
月
21
日(

火)

ま
で
に
総
務
課
総
務
係(

２―

３

１
１
１)

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係   

２―

３
１
１
１ 

   

「父
島
返
還
祭
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

【日
時
】６
月
22
日(

土)

午
後
５
時
か
ら(

雨
天
中
止) 

【場
所
】大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【募
集
内
容
】 

◎
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ
わ
し
い

出
演 

※
出
演
希
望
者
数
が
多
数
の
場
合
、
出
演
時
間
帯
、

持
ち
時
間
に
つ
い
て
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

《申
込
期
間
》５
月
24
日(

金)

ま
で 

 

◎
夜
店 

飲
食
、
物
販
な
ど
、
返
還
祭
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

け
る
屋
台
の
出
店
を
募
集
し
ま
す
。 

※
出
店
数
や
内
容
に
よ
り
、
出
店
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
出
店
者
は
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
を
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。 

※
照
明
の
設
置
の
た
め
、
テ
ン
ト
は
当
日
の
午
前
10

時
ま
で
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
今
回
よ
り
、
ご
み
の
減
量
と
持
続
可
能
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
た
め
の
試
み
と
し
て
、
会
場
内
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
な
い
形
と
い
た
し
ま
す
。 

来
場
さ
れ
る
お
客
さ
ま
に
は
ご
自
身
で
お
持
ち

帰
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
屋
台
の
皆

様
に
も
、
販
売
し
た
容
器
な
ど
の
回
収
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

《申
込
期
間
》６
月
３
日(

月)

～
７
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係           

２―

３
１
１
１ 

  

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル(

お
よ
び
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト)

を
利

用
し
た
電
子
申
請
手
続
き
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

【対
象
と
な
る
手
続
】 

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
加
入
の
届
出 

○
付
加
保
険
料
納
付(

辞
退)

申
出 

○
付
加
保
険
料
該
当(

非
該
当)

届
出 

○
産
前
産
後
免
除
該
当
届 

○
口
座
振
替
納
付(

変
更
・辞
退)

申
出 

○
免
除
納
付
・猶
予
申
請 

○
学
生
納
付
特
例
申
請 

【利
用
準
備
】 

 

電
子
申
請
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。
お
手

続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
設
定
し
た
４
桁

保
存
食(

ア
ル
フ
ァ
化
米)

・ 

保
存
水
の
配
布(

父
島) 

 

『母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』を
開
催
し
ま
す 

 

八
丈
島
を
訪
問
し
ま
せ
ん
か
？ 

 
『父
島
返
還
祭
』 

参
加
者
募
集
！ 

 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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の
暗
証
番
号
も
必
要
で
す
。 

【利
用
方
法
】 

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン 

②
ト
ッ
プ
画
面
で
「年
金
」を
タ
ッ
プ
し
、
「年
金
に
加

入
す
る
方
・加
入
中
の
方
の
手
続
き
」を
選
択 

③
本
人
情
報(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
４
桁
の
暗
証
番
号
含

む)

と
申
請
に
必
要
な
内
容
の
入
力 

④
確
認
、
申
請 

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
者
登
録
を
し
て
い
る
方

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
２４
時
間

簡
単
に
申
請
が
で
き
、
処
理
状
況
や
申
請
結
果
も
確

認
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

○
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０―

０
０
３―

０
０
４ 

 

 
 

○
村
民
課 

住
民
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
３ 

  

次
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
期
限
内
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

を
減
免
し
ま
す
。 

〇
社
会
福
祉
法
人
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

団
体
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
村
長
が
そ

の
活
動
に
公
益
性
を
認
め
る
団
体
が
、
そ
の
活
動

の
た
め
に
専
ら
使
用
す
る
も
の
。 

〇
生
活
保
護
受
給
者
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、

村
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
。 

〇
天
災
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
村
長
が
認
め

る
も
の
。 

〇
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
身
体
障
が
い
者
の
方
な

ど
の
移
動
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な

ど
。(

身
体
障
が
い
者
等
１
人
に
対
し
て
１
台
に
限

り
ま
す
。) 

【申
請
期
限
】５
月
３１
日(

金)

ま
で 

【申
請
場
所
】財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所 

※
減
免
要
件
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

   

５
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
１
期)

お
よ
び
軽
自
動

車
税(

種
別
割)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
５
月
３１
日(

金)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係    

２―

３
１
１
２ 

    

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険(

国
保)

制
度

改
正
に
伴
い
、
小
笠
原
村
は
東
京
都
へ
国
保
事
業
費

納
付
金
を
納
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
納
付
金
は
小
笠

原
村
の
過
去
３
年
度
分
の
所
得
水
準
、
医
療
費
水
準

を
反
映
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
村
の

医
療
費
は
、
都
内
区
市
町
村
中
１
番
低
い
で
す
が
、
今

後
も
医
療
費
が
増
加
し
な
い
よ
う
、
医
療
の
適
正
受

診
や
予
防
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

          

◎
急
患
以
外
の
休
日
や
夜
間
の
受
診
は
控
え
ま
し
ょ

う
。 

 

休
日
に
薬
が
切
れ
て
し
ま
う
な
ど
事
前
に
わ
か
る

場
合
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
治
療
の
前
に
予
防
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。 

 

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
す
る
た
め
に
、
年
１
回
の
健
康
診
断
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。 

小
笠
原
村
国
保
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

特
定
健
診
を
毎
年
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。(

実
施

時
期
に
つ
い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。) 

 

特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ

た
方
は
、
自
分
の
体
の
状
況
の
把
握
と
病
気
予
防
の

た
め
、
必
ず
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

    

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険
等
他
の
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

法
人
事
業
所(

株
式
会
社
や
有
限
会
社
等)

に
勤
務

し
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
社
会
保
険
へ
の

加
入
を
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
会

社
の
保
険
事
務
ご
担
当
者
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

           

２―

３
１
１
３ 

 
 
 

港
年
金
事
務
所 

０
３―

５
４
０
１―

３
２
１
１ 

   

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
４
月
か
ら
就
職
に
よ

り
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険

証
の
返
却
と
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
社
会
保
険
等
を
脱
退
し
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
の
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
医

療
保
険
は
、
自
動
的
に
は
変
更
し
ま
せ
ん
。
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 
村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

防
衛
施
設
の
設
置
、
又
は
運
用
に
よ
っ
て
生
ず
る

様
々
な
障
害
や
周
辺
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
や
周

辺
地
域
の
開
発
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
「特
定
防

衛
施
設
」を
有
す
る
自
治
体
に
お
い
て
、
公
共
用
の
施

設
の
整
備
又
は
そ
の
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
、
開

発
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し
、
「防
衛

施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
交
付
金
で
す
。 

小
笠
原
村
で
は
硫
黄
島
飛
行
場
が
「特
定
防
衛
施

設
」に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
に
対
し
、
本
交
付
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。 

事
業
内
容
、
交
付
額
な
ど
に
つ
い
て
は
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

財
政
係 

  

２―

３
１
１
２ 

  

◎
情
報
公
開
制
度 

情
報
公
開
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、
村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

令
和
５
年
度
の
公
開
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【情
報
公
開
】《請
求
件
数
》１
件 

 
 

【任
意
的
公
開
】《公
開
件
数
》４
件 

 

◎
個
人
情
報
保
護
制
度 

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
権
利
を
明
ら
か
に
し

て
、
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

公
正
で
信
頼
さ
れ
る
村
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

令
和
５
年
度
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【請
求
公
開
】０
件 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係 

２―

３
１
１
１ 

 

 

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免 

 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

 

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
に
つ
い
て 

 

 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、 

会
社
に
お
勤
め
の
方
へ 

 

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
・加
入
に
つ
い
て 

 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業 

 

村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開 

 

 

年度 
一人当たりの

医療費金額 

被保険者数 

(年度末) 

平成 28年度 171,424円 1,061人 

平成 29年度 225,740円 1,031人 

平成 30年度 210,819円 999人 

令和元年度 217,672円 982人 

令和２年度 212,868円 945人 

令和３年度 214,910円 908人 

令和４年度 246,360円 877人 
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第４次小笠原村総合計画  令和６年度予算反映状況 

 総合計画とは、小笠原村総合計画条例に基づき、総合的かつ計画的なまちづくりを推進するために策定するもので、将来像の

実現に向けたむらづくりの指針です。総合計画で定めた施策体系別の令和６年度予算の反映状況は次のとおりです。 

 小笠原村の目指す将来像「心豊かに暮らし続けられる島」の実現に向けて、各分野の施策方針となる新たな基本計画後期 

５ヵ年（令和６～10年度）を策定しました。総合計画後期５ヶ年は村ホームページで公開しています。 

総務課企画政策室 ２－３１１１ 

こちらからご覧いただけます。 

（村ホームページ） 

▼ 

合計額

合計額

合計額

合計額

合計額

合計額

単位：千円

292,499

 (2) 協働 5,082

 (3) 国境離島 49,707

 (4) 硫黄島 57,176

 (1) 行政経営 175,381

予算額

 (1) 学校教育 1,176,334

 (2) 生涯教育 21,954

施策項目 予算額

144,843

639,764

【教育文化】

　学び合う心が自立する力を育てる村

 (5) 医療

2,249,029

 (4) 地域福祉

4,787 (3) 歴史・文化

1,203,075

【地域経営】

　信頼に応え進化し続ける村

366,936

【医療福祉】

　こまやかさが暮らし続けられる安心を支える村

施策項目

 (1) 健康づくり 80,891

 (2) 子育て支援 1,037,275

 (3) 高齢者・障害者福祉 346,256

107,898

20,791

76,955

124,773

8,176

7,428 (7) おもてなし

1,249,283

【産業】

　特色ある産業で人々の心を潤す村

施策項目 予算額

 (1) 農地確保 20,915

 (2) 農業経営基盤強化

 (3) 水産資源保全

 (4) 漁業経営安定化

 (5) 観光振興

 (6) 商工業振興

 (5) 資源循環・廃棄物処理

 (6) 生活基盤施設

 (7) 消防・防災

41,802

324

375,540

724,684

54,685

【都市防災】

　しなやかな強さが暮らしの安定を守る村

施策項目 予算額

 (4) エネルギー利用

67,914

施策項目

 (1) 自然環境保全・利用

 (2) 環境教育

【環境共生】

 (5) 脱炭素社会の推進 5,153

　つながりが豊かな暮らしと豊かな自然を紡ぐ村

 (2) 景観形成 330

 (3) 交通 施策項目

予算額

 (1) 居住 51,918

予算額

48,470

19,444
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村営バスダイヤ改正のお知らせ 
 

村営バスの安全な運行および小曲・北袋沢地区の利便性向上のため、『5 月 15 日（水）』 から村営バスの運行ダイヤの一部
を変更します。 

変更箇所は、ダイヤ表の太枠内5便となります。ご利用の際はお気を付けください。 

 

（扇浦線） 

【変更前】                   【変更後】 

   小港海岸 午後2時05分発  → 小港海岸 午後2時 10分発 

         小港海岸 午後3時 10分発  → 小港海岸 午後3時 15分発 

         小港海岸 午後4時 10分発  → 小港海岸 午後4時20分発 

         村役場前 午後6時 10分発  → 村役場前 午後6時 15分発 

         小港海岸 午後6時30分発  → 小港海岸 午後6時35分発 

 

なお、村営バスは一部集落地域・トンネル前後・カーブ区間等を除いて自由に乗降可能です。そのため停留所以外で停車し、 

乗客が乗り降りする場合がありますので、後続にて運転されている方は十分ご注意くださいますようお願いいたします。 

 

●問合せ先  村営バス営業所 ２－３９８８  産業観光課 ２－３１１４ 

 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問合せ先   村営バス営業所 ２―３９８８ 産業観光課   ２―３１１４ 

行先
表示

№ 停留所名（略称） 平日は全便運行。休日（土、日、祝日）は色つきの便のみ運行します。

① 9:25 10:45 12:15 ① 9:25 10:45 12:15
② 9:25 10:45 12:15 ② 9:25 10:45 12:15
③ 9:26 10:46 12:16 ③ 9:26 10:46 12:16
④ 9:27 10:47 12:17 ④ 9:27 10:47 12:17
⑤ 9:27 10:47 12:17 ⑤ 9:27 10:47 12:17
⑦ 9:28 10:48 12:18 ⑦ 9:28 10:48 12:18
⑥  9:28 10:48 12:18 ⑥  9:28 10:48 12:18
⑤ 9:29 10:49 12:19 ⑤ 9:29 10:49 12:19
④ 9:29 10:49 12:19 ④ 9:29 10:49 12:19
⑧ 9:31 10:51 12:21  ⑧ 9:31 10:51 12:21  
⑨ 9:32 10:52 12:22 ⑨ 9:32 10:52 12:22
⑩ 9:33 10:53 12:23 ⑩ 9:33 10:53 12:23
⑪ 9:34 10:54 12:24 ⑪ 9:34 10:54 12:24
⑩ 9:35 10:55 12:25 ⑩ 9:35 10:55 12:25
⑫ 9:36 10:56 12:26 ⑫ 9:36 10:56 12:26
⑬ 9:37 10:57 12:27 ⑬ 9:37 10:57 12:27
⑭ 9:38 10:58 12:28 ⑭ 9:38 10:58 12:28
⑮ 9:39 10:59 12:29 ⑮ 9:39 10:59 12:29

着 9:40 11:00 12:30 着 9:40 11:00 12:30
発 6:55 7:45 9:40 11:00 12:30 13:40 14:45 15:50 17:20 18:10 発 6:55 7:45 9:40 11:00 12:30 13:40 14:45 15:50 17:20 18:15

② 6:55 7:45 9:40 11:00 12:30 13:40 14:45 15:50 17:20 18:10 ② 6:55 7:45 9:40 11:00 12:30 13:40 14:45 15:50 17:20 18:15
③ 6:56 7:46 9:41 11:01 12:31 13:41 14:46 15:51 17:21 18:11 ③ 6:56 7:46 9:41 11:01 12:31 13:41 14:46 15:51 17:21 18:16
④ 6:57 7:47 9:42 11:02 12:32 13:42 14:47 15:52 17:22 18:12 ④ 6:57 7:47 9:42 11:02 12:32 13:42 14:47 15:52 17:22 18:17
⑤ 6:57 7:47 9:42 11:02 12:32 13:42 14:47 15:52 17:22 18:12 ⑤ 6:57 7:47 9:42 11:02 12:32 13:42 14:47 15:52 17:22 18:17
⑥ 6:58 7:48 9:43 11:03 12:33 13:43 14:48 15:53 17:23 18:13 ⑥ 6:58 7:48 9:43 11:03 12:33 13:43 14:48 15:53 17:23 18:18
⑯ 7:01 7:51 9:46 11:06 12:36 13:46 14:51 15:56 17:26 18:16 ⑯ 7:01 7:51 9:46 11:06 12:36 13:46 14:51 15:56 17:26 18:21
⑰ 7:04 7:54 9:49 11:09 12:39 13:49 14:54 15:59 17:29 18:19 ⑰ 7:04 7:54 9:49 11:09 12:39 13:49 14:54 15:59 17:29 18:24
⑱ 7:05 7:55 9:50 11:10 12:40 13:50 14:55 16:00 17:30 18:20 ⑱ 7:05 7:55 9:50 11:10 12:40 13:50 14:55 16:00 17:30 18:25
⑲ 7:07 7:57 9:52 11:12 12:42 13:52 14:57 16:02 17:32 18:22 ⑲ 7:07 7:57 9:52 11:12 12:42 13:52 14:57 16:02 17:32 18:27
⑳ 7:15 8:05 10:00 11:20 12:50 14:00 15:05 16:10 17:40 18:30 ⑳ 7:15 8:05 10:00 11:20 12:50 14:00 15:05 16:10 17:40 18:35小 港 海 岸

扇
　
浦
　
線

青 灯 台 入 口

船 客 待 合 所

　
　
　
乗
り
降
り
自
由

※
　
停
留
所
以
外
で
も

清 瀬 交 差 点

福 祉 セ ン タ ー

奥 村

境 浦 海 岸

扇 浦 海 岸

交 流 セ ン タ ー

農 業 セ ン タ ー

ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
（

大
村
～

奥
村
循
環
線
）

村 役 場 前
青 灯 台 入 口

船 客 待 合 所

　
※
　
停
留
所
以
外
で
も
乗
り
降
り
自
由

清 瀬 交 差 点

福 祉 セ ン タ ー

奥 村 運 動 場

奥 村

福 祉 セ ン タ ー

宮 之 浜 入 口

小 中 学 校 裏

三 日 月 山 入 口

西 町

① 村 役 場 前

清 瀬 交 差 点

診 療 所

二 見 台 新 都 住

清 瀬 西

清 瀬

清 瀬 西

行先
表示

№ 停留所名（略称） 平日は全便運行。休日（土、日、祝日）は色つきの便のみ運行します。

⑳ 8:05 10:05 11:25 12:55 14:05 15:10 16:10 17:40 18:30 ⑳ 8:05 10:05 11:25 12:55 14:10 15:15 16:20 17:40 18:35
⑲ 8:10 10:10 11:30 13:00 14:10 15:15 16:15 17:45 18:35 ⑲ 8:10 10:10 11:30 13:00 14:15 15:20 16:25 17:45 18:40
⑱ 8:12 10:12 11:32 13:02 14:12 15:17 16:17 17:47 18:37 ⑱ 8:12 10:12 11:32 13:02 14:17 15:22 16:27 17:47 18:42
⑰ 8:13 10:13 11:33 13:03 14:13 15:18 16:18 17:48 18:38 ⑰ 8:13 10:13 11:33 13:03 14:18 15:23 16:28 17:48 18:43
⑯ 8:16 10:16 11:36 13:06 14:16 15:21 16:21 17:51 18:41 ⑯ 8:16 10:16 11:36 13:06 14:21 15:26 16:31 17:51 18:46
⑥ 8:19 10:19 11:39 13:09 14:19 15:24 16:24 17:54 18:44 ⑥ 8:19 10:19 11:39 13:09 14:24 15:29 16:34 17:54 18:49
⑤ 8:20 10:20 11:40 13:10 14:20 15:25 16:25 17:55 18:45 ⑤ 8:20 10:20 11:40 13:10 14:25 15:30 16:35 17:55 18:50
④ 8:20 10:20 11:40 13:10 14:20 15:25 16:25 17:55 18:45 ④ 8:20 10:20 11:40 13:10 14:25 15:30 16:35 17:55 18:50
③ 8:21 10:21 11:41 13:11 14:21 15:26 16:26 17:56 18:46 ③ 8:21 10:21 11:41 13:11 14:26 15:31 16:36 17:56 18:51
② 8:21 10:21 11:41 13:11 14:21 15:26 16:26 17:56 18:46 ② 8:21 10:21 11:41 13:11 14:26 15:31 16:36 17:56 18:51

着 8:25 10:25 11:45 13:15 14:25 15:30 16:30 18:00 18:50 着 8:25 10:25 11:45 13:15 14:30 15:35 16:40 18:00 18:55
発 8:25 16:30 発 8:25 16:40

⑮ 8:26 16:31 ⑮ 8:26 16:41
⑭ 8:27 16:32 ⑭ 8:27 16:42
⑬ 8:28 16:33 ⑬ 8:28 16:43
⑫ 8:29 16:34 ⑫ 8:29 16:44
⑩ 8:30 16:35 ⑩ 8:30 16:45
⑪ 8:31 16:36 ⑪ 8:31 16:46
⑩ 8:32 16:37 ⑩ 8:32 16:47
⑨ 8:33 16:38 ⑨ 8:33 16:48
⑧ 8:34 16:39 ⑧ 8:34 16:49
④ 8:35 16:40 ④ 8:35 16:50
⑤ 8:35 16:40 ⑤ 8:35 16:50
⑦ 8:36 16:41 ⑦ 8:36 16:51
⑥ 8:37 16:42 ⑥ 8:37 16:52
⑤ 8:38 16:43 ⑤ 8:38 16:53
④ 8:38 16:43 ④ 8:38 16:53
③ 8:39 16:44 ③ 8:39 16:54
② 8:39 16:44 ② 8:39 16:54
① 8:40 16:45 ① 8:40 16:55

① 村 役 場 前

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
（

大
村
～

奥
村
循
環
線
）

※
　
停
留
所
以
外
で
も
乗
り
降
り
自
由

西 町

三 日 月 山 入 口

小 中 学 校 裏

宮 之 浜 入 口

清 瀬 西

清 瀬

奥 村

福 祉 セ ン タ ー

清 瀬 交 差 点

船 客 待 合 所

青 灯 台 入 口

村 役 場 前

清 瀬 西

二 見 台 新 都 住

診 療 所

清 瀬 交 差 点

福 祉 セ ン タ ー

奥 村 運 動 場

扇
　
浦
　
線

　
　
　
乗
り
降
り
自
由

※
　
停
留
所
以
外
で
も

小 港 海 岸
農 業 セ ン タ ー

交 流 セ ン タ ー

扇 浦 海 岸

境 浦 海 岸

奥 村

福 祉 セ ン タ ー

清 瀬 交 差 点

船 客 待 合 所

青 灯 台 入 口

通
学
児
童
・
生
徒
専
用
便
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平
素
よ
り
ご
み
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

転
入
さ
れ
た
方
へ
の
周
知
も
含
め
て
、
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

①
ご
み
は
収
集
日
当
日
の
、
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

②
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
き
れ
い
に
保
っ
て
く
だ
さ
い
。 

④
父
島
で
の
生
ご
み
類
は
、
十
分
に
水
切
り
を
し
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑤
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
雑
紙
な
ど
は
、
束
ね
て
か
ら
、
雨
風

の
日
を
避
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
飛
散
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。 

⑥
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
つ
ぶ
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
は
可
燃
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑦
飲
料
缶
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
中
身
を
空
に
し
て
、

水
で
す
す
い
で
か
ら
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑧
父
島
で
は
、
製
品
（硬
質
）プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
毎
月

２
回
目
の
水
曜
日
に
中
が
見
え
る
袋
に
い
れ
、
袋
に

大
き
く
「プ
ラ
」と
書
き
、
可
燃
ご
み
と
区
別
で
き

る
よ
う
、
粗
大
ご
み
の
近
く
に
ま
と
め
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

⑨
事
業
系
お
よ
び
業
務
用
の
製
品
な
ど
、
産
業
廃
棄

物
扱
い
に
な
る
も
の
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
し
て

お
り
ま
せ
ん
。 

⑩
一
度
に
大
量
の
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

引
越
な
ど
で
一
度
に
大
量
の
ご
み
が
出
る
場
合
に

は
、
搬
出
者
ご
自
身
で
持
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

ご
み
の
出
し
方
に
迷
っ
た
ら
「ご
み
の
分
け
方
・出
し

方
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
持
込
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、
父
島
で
は
父
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

事
前
予
約
、
母
島
で
は
母
島
支
所
で
の
事
前
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
み
の
出
し
方
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

 

【父
島
】(

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て) 

 
 
 
 
 
 

環
境
課
生
活
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 
 
 
 
(

持
込
み
の
事
前
予
約
に
つ
い
て) 

 
 
 
 
 
 

父
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

２―

２
８
９
４ 

 

【母
島
】(

ご
み
の
出
し
方
・持
込
み
に
つ
い
て) 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

  

出
張
期
間
：２
月
11
日
～
26
日 

・硫
黄
島
行
政
視
察 

・硫
黄
島
強
制
疎
開
80
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

出
席 

・東
京
都
町
村
長
会
議
、
自
治
研
修
会
、
自
治
功
労 

表
彰
式
出
席 

・東
京
都
島
嶼
町
村
会
定
例
総
会
、
町
村
長
・町
村 

議
会
議
長
会
合
同
会
議
出
席 

・東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
定
例
会
出
席 

・東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会
他
会
議
出
席 

・伊
豆
諸
島
・小
笠
原
諸
島
地
域
力
創
造
対
策
協
議
会

出
席 

・島
じ
ま
ん
２
０
２
５
実
行
委
員
会
出
席 

・千
代
田
区
長
表
敬
訪
問 

・杉
並
区
長
表
敬
訪
問
、
小
笠
原
関
連
展
示
視
察 

・小
笠
原
関
連
商
品(

東
京
小
笠
原
南
国
チ
キ
ン
カ
レ

ー)

発
表
会
出
席 

・そ
の
他 

東
京
都
関
係
部
署
と
の
打
ち
合
わ
せ 

等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
張
期
間
：３
月
25
日
～
４
月
３
日 

・令
和
５
年
度
日
米
硫
黄
島
戦
没
者
合
同
慰
霊
追
悼

顕
彰
式
出
席 

・公
益
財
団
法
人
小
笠
原
協
会
理
事
会
出
席 

・そ
の
他 

国
、
東
京
都
他
関
係
機
関
等
挨
拶
お
よ
び

打
ち
合
わ
せ 

等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

 

  

◎
採
用 

４
月
４
日
付 

【主
任
級
】 

村
民
課
福
祉
係 

松
川 

恵
美(

任
期
付
保
健
師) 

４
月
22
日
付 

【主
事
級
】 

 

村
民
課
付(

母
島
保
育
園) 

寺
島 

恭
一(

保
育
士) 

◎
退
職 

４
月
30
日
付 

【主
任
級
】 

 

村
民
課
福
祉
係(

父
島
保
育
園)  

大
平 

礼
雄(

保

育
士) 

  

◎
技
術
【任
期
付
】(

締
切
：６
月
４
日) 

※
経
験
３
年
以
上
、
年
齢
不
問 

◎
技
術(

締
切
：７
月
18
日) 

◎
保
育
士(

締
切
：８
月
２
日) 

※
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。 

要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
他
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

  

◎
父
島
保
育
園 

【職
種
】一
般
業
務
員(

保
育
補
助
業
務) 

【勤
務
場
所
】父
島
保
育
園 

【採
用
人
数
】２
名 

【任
用
期
間
】任
用
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日 

【勤
務
時
間
】午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
の
間 

(
シ
フ
ト
勤
務
あ
り 

週
29
時
間) 

（午
前
の
み
・午
後
の
み
の
勤
務
も
可
）) 

【応
募
資
格
】不
問(
保
育
士
免
許
所
有
者
を
優
先) 

【応
募
方
法
】 

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
村
民
課
福
祉

係
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

【報
酬
額(

時
給)

】 

保
育
士
免
許
有…

１
，
１
６
４
円
～
１
，
３
６
３
円 

保
育
士
免
許
無…

１
，
１
１
３
円
～
１
，
２
０
５
円 

【申
込
期
限
】 

応
募
人
数
が
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
終
了
と
な

り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

   

２―

３
９
３
９ 

 

◎
小
笠
原
小
学
校 

【職
種
・採
用
人
員
】 

①
特
別
支
援
教
育
補
助
員(

教
員
免
許
有) 

②
特
別
支
援
教
育
補
助
員(

資
格
な
し) 

①
、
②
併
せ
て
若
干
名 

【業
務
内
容
】 

 
 

小
笠
原
小
学
校
の
特
別
支
援
教
育
の
補
助
業
務 

【期
間
】 

 
 

令
和
６
年
６
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日 

【勤
務
日
時
】 

 
 

月
曜
日
～
金
曜
日 

(

行
事
に
よ
り
土
日
祝
日
勤
務
あ
り) 

 
 

午
前
８
時
～
午
後
４
時
３０
分(

週
２９
時
間
以
内) 

【時
間
給
】 

①
１
，
１
９
３
円
～(

教
員
免
許
有) 

②
１
，
１
１
３
円
～(

資
格
な
し) 

【選
考
方
法
】書
類
・面
接 

※
申
込
期
限
ま
で
に
履
歴
書
持
参 

【申
込
期
限
】５
月
１７
日(

金)

ま
で 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 

  

小
笠
原
小
中
学
校
、
小
笠
原
高
等
学
校
の
１
学
期

の
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
・地
域
の
方
々

に
は
、
学
校
で
の
児
童
の
様
子
、
授
業
を
ご
参
観
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
い
方 

 

村
長
出
張
報
告(

２
月
・３
月) 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動  

小
笠
原
村
職
員
募
集  

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

 

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ 
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◎
小
笠
原
小
学
校 

【学
校
公
開
日
・時
程
】 

〇
５
月
１０
日(

金) 

《朝
の
活
動
》午
前
８
時
～
８
時
２５
分 

《１
校
時
》午
前
８
時
２５
分
～
９
時
１０
分 

《２
校
時
》午
前
９
時
２０
分
～
１０
時
５
分 

《３
校
時
》午
前
１０
時
２５
分
～
１１
時
１０
分 

《４
校
時
》午
前
１１
時
２０
分
～
午
後
０
時
５
分 

《５
校
時
》午
後
１
時
１５
分
～
２
時 

〇
５
月
11
日(

土) 

《朝
の
活
動
》午
前
８
時
～
８
時
２５
分 

《１
校
時
》午
前
８
時
２５
分
～
９
時
１０
分 

《２
校
時
》午
前
９
時
２０
分
～
１０
時
５
分 

《３
校
時
》午
前
１０
時
２５
分
～
１１
時
１０
分 

避
難
訓
練(

津
波
を
想
定
し
た
引
渡
し
訓
練) 

《４
校
時
》午
前
１１
時
２０
分
～
午
後
０
時
５
分 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 
 
 

２
ー
２
０
１
２ 

 

◎
小
笠
原
中
学
校 

【期
間
】５
月
８
日(

水)

～
11
日(

土) 

【時
間
】 

午
前
８
時(

朝
読
書)

～
午
後
６
時(

部
活
動
終
了) 

※
授
業
は
、
午
前
８
時
20
分
～
午
後
０
時
10
分 

午
後
１
時
15
分
～
３
時
５
分
で
す
。 

 

な
お
、
水
曜
日
は
５
時
間
授
業
の
た
め
午
後
２
時
５

分
ま
で
、
土
曜
日
は
４
時
間
授
業
の
た
め
午
後
０
時

10
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。  

 

※
授
業
内
容
等
に
関
し
ま
し
て
は
、
当
日
、
受
付
で

用
意
い
た
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 
 
 

２―

２
５
０
２ 

 

◎
小
笠
原
高
等
学
校 

【期
間
】５
月
６
日(

月
・祝)

～
11
日(

土) 

《１
時
限
目
》午
前
８
時
２０
分
～
９
時
１０
分 

《２
時
限
目
》午
前
９
時
２０
分
～
１０
時
１０
分 

《３
時
限
目
》午
前
１０
時
２０
分
～
１１
時
１０
分 

《４
時
限
目
》午
前
１１
時
２０
分
～
午
後
０
時
１０
分 

《５
時
限
目
》午
後
１
時
３０
分
～
２
時
２０
分 

《６
時
限
目
》午
後
２
時
３０
分
～
３
時
２０
分 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

 

２―

２
３
４
６ 

   

平
泉
町(

岩
手
県)

と
本
村
は
、
２
０
１
１
年
に
世

界
遺
産
に
同
時
登
録
さ
れ
た
縁
か
ら
様
々
な
交
流
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
12
月
に
は
、
平
泉
町
の
小

中
学
生
が
来
島
し
、
本
村
の
学
校
で
交
流
授
業
等
を

行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
今
年
の
夏
季
休
業
期
間
中
に
本
村

か
ら
平
泉
町
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
同
町
の
文
化
や

自
然
等
を
体
験
す
る
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

【対
象
者
】本
村
在
住
の
中
学
生 

【募
集
人
数
】６
人 

※
応
募
人
数
が
募
集
数
を
超
え
た
場
合
は
、
父
島
４

人
・母
島
２
人
の
枠
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
の

中
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。 

【行
程(
予
定)

】 

○
７
月
23
日(
火) 

午
前
中
集
合 

(

午
前
９
時
頃
・東
京
駅
又
は
島
し
ょ
会
館) 

 
 

新
幹
線
で
平
泉
町
に
移
動 

 
 

平
泉
町
各
地
を
見
学(
世
界
遺
産
中
尊
寺
な
ど) 

 
 

平
泉
町
周
辺
の
旅
館
に
宿
泊 

○
７
月
24
日(

水) 

 
 

平
泉
町
各
地
を
見
学
・交
流 

(

現
地
の
産
業
・文
化
の
体
験
等) 

 
 

新
幹
線
で
東
京
駅
に
移
動
・解
散(

午
後
７
時
頃) 

【費
用
負
担
等
】 

 

行
程
中
の
交
通
費
・宿
泊
費
等
は
村
が
負
担
し
ま
す
。 

【応
募
要
件
】 

①
右
記
の
行
程
前
後
に
本
土
に
滞
在
し
て
お
り
、 

集
合
・解
散
時
に
保
護
者
が
同
行
で
き
る
生
徒 

②
基
本
的
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
お
り
、
一
人
で

身
の
回
り
こ
と
を
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
生
徒 

【応
募
方
法
】電
話
申
込 

【応
募
期
限
】６
月
５
日(

水) 

【そ
の
他
】 

①
生
徒
の
引
率
は
、
村
役
場
職
員
が
行
い
ま
す
。 

②
次
年
度
以
降
の
実
施
は
未
定
で
す
。 

③
そ
の
他
詳
細
は
、
現
在
、
調
整
中
で
す
。
決
定
次
第
、

参
加
者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 
  

２―

３
１
１
７ 

  

千
代
田
区
教
育
委
員
会
と
本
村
教
育
委
員
会
は
、

昨
年
８
月
に
「学
校
教
育
に
係
る
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
千
代
田
区
立
中
学
校
の
生
徒
が
夏
季
休

業
期
間
中
に
本
村
を
訪
れ
、
自
然
体
験
交
流
事
業
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

来
島
時
に
行
わ
れ
る
海
域
ツ
ア
ー(

ド
ル
フ
ィ
ン
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
、
南
島
・海
域
公
園
遊
覧)

に
同
行
し
、
自

然
体
験
や
中
学
生
交
流
を
行
う
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。 

【対
象
者
】本
村
在
住
の
中
学
生 

【募
集
人
数
】６
人 

※
応
募
人
数
が
募
集
数
を
超
え
た
場
合
は
、
父
島
４

人
・母
島
２
人
の
枠
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
の

中
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】７
月
25
日(

木) 

午
前
８
時
頃
集
合
・午
後
４
時
頃
解
散
予
定 

【集
合
・解
散
場
所
】父
島
青
灯
台
岸
壁 

【費
用
負
担
等
】 

①
海
域
ツ
ア
ー
の
参
加
費
・昼
食
代
は
村
が
負
担
し

ま
す
。 

②
母
島
の
生
徒
に
は
、
参
加
者
本
人
分
の
は
は
じ
ま

丸
往
復
船
賃
と
前
後
２
泊
分
の
父
島
宿
泊
費(

上

限
１
泊
１
万
円)

の
実
費
負
担
額
を
支
給
し
ま
す
。 

【応
募
要
件
】 

①
千
代
田
区
の
中
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
め
る
生
徒 

②
母
島
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
父
島
滞
在
中
の
保
護

責
任
者
を
確
保
で
き
る
こ
と 

【応
募
方
法
】電
話
申
込 

【応
募
期
限
】６
月
25
日(
火) 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
、
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 
 

２―

３
１
１
７ 

       

現
在
、
保
健
所
で
は
、
庁
舎
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て

替
え
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
10
月
か
ら
、
診
療
所
向
い
の
駐
車
場
に
て
仮
設

庁
舎
の
建
設
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
御
協
力

に
よ
り
、
無
事
に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
移
転
の

準
備
を
進
め
て
お
り
、
５
月
７
日(

火)

か
ら
仮
設
庁

舎
の
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
５
月
７
日
以
降
、

保
健
所
に
ご
用
の
方
は
仮
設
庁
舎
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
住
所
、
電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

な
お
、
仮
設
庁
舎
隣
の
診
療
所
駐
車
場
に
つ
き
ま

し
て
は
、
従
前
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

【仮
設
庁
舎
の
場
所
】 

                 

●
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所   

２―

２
９
５
１ 

千
代
田
区
中
学
生
と
の
交
流
生
徒
の
募
集 

 

保
健
所
「仮
設
庁
舎
」の
お
知
ら
せ 

 

平
泉
町
親
善
訪
問
団(

中
学
生)

の
募
集 
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日
本
赤
十
字
社
は
、
「人
道
」の
基
本
理
念
の
も
と
、

国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
等

の
国
際
人
道
法
の
精
神
に
則
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
国
の
内
外
に
お
い
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

小
笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支

部
よ
り
災
害
救
援
用
資
材
や
災
害
用
車
両
等
の
配
備

を
受
け
て
い
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
方
に
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【募
集
方
法
】 

《父
島
》 

村
民
の
方
へ
は
、
父
島
婦
人
会
の
方
が
各
戸
訪
問
の

上
、
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村
役
場
で
も
募
集
し
て
お
り

ま
す
。 

《母
島
》 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
、
村
役
場
母
島
支
所
で

募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
担
当 

 

２―

３
２
３
０ 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 
 
 
 

３―

２
１
２
１ 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

 
 
 
   

２―

３
１
１
１ 

村
役
場
母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
  

３―

２
１
１
１ 

 

    

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度(

平
成
18
年
条
例
第
９
号)

は
、
島
し
ょ
９
町
村
の

住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

と
と
も
に
、
組
合
の
公
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
１
回
、
情
報
公
開
制
度
の

実
施
状
況
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。 

 

令
和
５
年
度
の
情
報
公
開
制
度
実
施
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

【開
示
請
求
件
数
】 

３
件 

【開
示
決
定
件
数
】３
件(

一
部
開
示
決
定
を
含
む
。) 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

総
務
課 

０
３―

３
４
３
２―

４
９
６
１ 

     

東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率

が
４
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
変
更
前
に

借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の
利
率
に

つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

         

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁 

産
業
課
商
工
担
当 

２―

２
１
２
２ 

  

【実
施
日
程
】５
月
15
日(

水) 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

  

２―

３
１
１
３ 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】５
月
２４
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
前
１０
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
２０
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(

※
予
約
が
必
要
で
す
。) 

【相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
４０
分
以
内) 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】《日
時
》６
月
３
日(

月)

午
後
７
時
～
９
時 

《場
所
》母
島
支
所 

【父
島
】《日
時
》６
月
４
日(

火)

午
後
５
時
～
７
時 

《場
所
》村
役
場 

【予
約
受
付
時
間
】午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時 

(

土
日
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く) 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

 【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

 

    

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

   

【日
時
】５
月
14
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

     

南
洋
踊
り
保
存
会
で
は
、
小
笠
原
の
郷
土
芸
能
の

保
存
活
動
の
一
環
と
し
て
、
南
洋
踊
り
披
露
・体
験
会

お
よ
び
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ

生
活
資
金

変
更
後
の
貸
付
利
率

1
.
8
4
%

1
.
3
6
%

0
.
9
0
%

1
.
1
0
%

1
.
1
0
%

資
金
名

住
宅
資
金

商
工
業
資
金

漁
業
資
金

農
業
資
金

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

1 3 5 1 　 1 3 5 　 2 2 4 6

8 10 12 8 10 3 5 7 8 10 12 5 7 9 9 11 13

15 17 19 13 15 17 10 12 14 17 19 14 16 18 20

22 24 26 20 22 24 17 19 21 22 24 26 19 21 23 25 27

27 29 31 24 26 28 29 31 26 28 30 30

※　斜線の日程（祝日)は、相談はお休みです。

※　「島しょ法律相談」は、令和６年度下半期にも実施します。

令和６年度　上半期　島しょ法律相談日　カレンダー

令和６年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

日
本
赤
十
字
社 

会
費
募
集 

 

令
和
５
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務 

組
合 

情
報
公
開
制
度
実
施
状
況
の
公
表 

 

東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金 

貸
付
利
率
の
改
正 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

「島
し
ょ
法
律
相
談
」の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

南
洋
踊
り
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
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い
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。 

◎
南
洋
踊
り
披
露
・体
験
会 

５
月
９
日
（木
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

踊
り
の
披
露
と
体
験 

※
踊
り
披
露
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。 

 

◎
南
洋
踊
り
講
習
会 

①
５
月
１０
日
（金
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

②
５
月
１３
日
（月
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

③
５
月
１６
日
（木
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

④
５
月
２０
日
（月
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

※
第
２
回
目
以
降
で
も
、
連
続
で
な
く
て
も
参
加
可

能
で
す
。 

【会
場
】二
見
港
船
客
待
合
所 

【申
込
】当
日
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

南
洋
踊
り
保
存
会 

０
９
０―

８
０
０
５―

８
６
４
０ 

         

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】５
月
９
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係   

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

身
長
・体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳
を

ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【対
象
者
】０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】５
月
２１
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
１０
時
～
１１
時 

【場
所
】母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 
   

３―

２
１
１
１ 

    

５
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【父
島
】 

《日
時
》５
月
２
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で
に
福
祉
係
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》５
月
２
日(
木)
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

【接
種
可
能
ワ
ク
チ
ン
】 

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先  

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
   

母
島
支
所 

   
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
次
の
と
お
り
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
標
準
的
な
接
種
年
齢
で
あ
る
中
学
校
１
年

生
の
方
と
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
に
は
、
ご
案
内

を
郵
送
予
定
で
す
。
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
・期
間
】 

◎
定
期
接
種 

《対
象
》小
学
校
６
年
生
～
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
女
子 

《期
間
》小
学
校
６
年
生
の
４
月
１
日
～
高
校
１
年
生

相
当
に
な
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で 

※
接
種
の
完
了
が
期
間
内(

約
６
か
月
か
か
り
ま
す)

に
終
わ
る
よ
う
、
計
画
的
に
接
種
を
す
す
め
ま
し

ょ
う
。
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子
が

令
和
７
年
３
月
31
日
を
過
ぎ
た
場
合
、
自
己
負
担

が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

◎
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種 

《対
象
》平
成
９
～
１９
年
度
生
ま
れ
の
女
子
で
過
去
に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
合
計
３
回
受
け

て
い
な
い
方 

《期
間
》令
和
７
年
３
月
３１
日
ま
で 

※
全
３
回
接
種
の
期
間(

約
６
か
月
か
か
り
ま
す)

が

令
和
７
年
３
月
３１
日
を
過
ぎ
た
場
合
、
自
己
負
担

が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

【標
準
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン(

シ
ル
ガ
ー
ド
９)

の
場
合 

〇
１５
歳
に
な
る
ま
で
に
１
回
目
の
接
種
を
受
け
る
方 

１
回
目
接
種
後
６
か
月
を
あ
け
て
２
回
目
を
接
種

し
ま
す
。 

〇
１５
歳
に
な
っ
て
か
ら
１
回
目
の
接
種
を
受
け
る
方 

１
回
目
の
２
か
月
後
に
２
回
目
、
１
回
目
の
６
か
月

後
に
３
回
目
を
接
種
し
ま
す
。 

《父
島
》日
時
：毎
月
第
４
木
曜
日 

(

１
月
は
第
５
木
曜
日) 

 
 
 
 
     

午
後
３
時
４５
分
～
４
時
３０
分 

 
    

場
所
：小
笠
原
村
診
療
所 

《母
島
》日
時:

毎
月
第
１
木
曜
日 

(

12
月
、
１
月
は
第
２
木
曜
日) 

 
 
 
 
  

 
  

午
後
３
時
３０
分
～
４
時 

 
 
   

場
所:

母
島
診
療
所 

【費
用
】無
料 

【予
約
締
切
】各
月
接
種
日
の
２
週
間
前
ま
で 

 

●
問
合
せ
先  

村
民
課 

福
祉
係  

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
   

母
島
支
所 

 
 
 
  

３―

２
１
１
１ 

   

歯
科
衛
生
士
が
歯
の
磨
き
方
や
フ
ロ
ス
の
使
い
方
な

ど
実
技
を
交
え
て
お
話
し
ま
す
。
事
前
に
申
込
み
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【日
時
】 

５
月
２７
日(

月)  

 

《０
歳
～
１
歳
６
か
月
ク
ラ
ス
》  

 
 
 

午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分 

 

《１
歳
７
か
月
～
３
歳
ク
ラ
ス
》  

午
前
１０
時
４５
分
～
１１
時
４５
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

【申
込
締
切
】５
月
２４
日(

金) 

【持
ち
物
】い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ 

タ
オ
ル 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係           

２―

３
９
３
９ 

   

公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「癖
が
気
に
な
る
」「お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ
っ
と
気

に
な
る
」「い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
」

「ど
う
い
う
注
意
の
仕
方
を
し
た
ら
い
い
の
？
」な
ど

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
に
申
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。(

申
込
み
後
に
日
時
を
調
整
し
ま
す
。) 

 【対
象
者
】就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【日
時
・場
所
】 

《母
島
》６
月
３
日(

月)

午
後
、
４
日(

火)

午
前 

 
 
 
 
 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

(

父
島) 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

定
期
予
防
接
種 

 

子
宮
頸
が
ん(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)

ワ
ク
チ
ン
接
種 

 

育
児
学
級(

歯
科
の
会)

父
島 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
相
談(

６
月) 
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《父
島
》６
月
４
日(

火)

午
後
、
５
日(

水)

午
後
、 

６
日(

木)

午
前 

 
     

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

【申
込
締
切
】５
月
１７
日(

金) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

     

 

村
民
課 

福
祉
係           

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
           

３―

２
１
１
１ 

     

こ
こ
ろ
の
健
康
や
病
気
、
不
眠
や
、
飲
酒
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等
の
依
存
症
の
心
配
、
老
年
期
や
思
春
期
の
問
題

な
ど
、
精
神
科
医
が
個
別
に
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

※
ご
本
人
の
ほ
か
、
ご
家
族
、
職
場
の
方
等
か
ら
の
相

談
も
可
能
で
す
。 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【日
時
・場
所
】 

《母
島
》６
月
１５
日(

土)

午
後
、
１６
日(

日)

午
前 

 
 
 
 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

２
階
会
議
室 

《父
島
》６
月
１７
日(

月)

午
前
、
１８
日(

火)

午
前 

 
 
 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
１
階
相
談
室 

【料
金
】 

無
料 

【予
約
方
法
】 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

【申
込
締
切
】６
月
７
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

保
健
指
導
担
当 

 
 

２―

２
９
５
１ 

         

      

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。 

【父
島
】《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》６
月
13
日(

木)

～
17
日(

月) 

 
 
 
 
      

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：６
月
13
日
午
前
中(

学
校
健
診)

・
15
日(

土)

は

休
診
で
す] 

 

【母
島
】《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》６
月
10
日(

月)

・
11
日(

火) 

 
 
 
 
      

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：６
月
10
日
午
前
中(

学
校
健
診)

は
休
診
で
す] 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

   
 

３―

２
１
１
５ 

     

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『太
陽
の
郷
』で
は

入
居
の
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
太
陽
の
郷
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
後
、
「老

人
ホ
ー
ム
入
居
申
請
書
」を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
太
陽
の
郷
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。 

 

既
に
申
込
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
再
度
、
入
居
を
希

望
さ
れ
る
方
も
太
陽
の
郷
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【受
付
期
間
】５
月
１
日(

水)

～
２３
日(

木) 

※
後
日
、
入
居
審
査
会
を
開
催
し
入
居
の
決
定
を
行

い
ま
す
。 

※
入
居
審
査
会
で
は
、
介
護
度
お
よ
び
身
体
・生
活

環
境
・緊
急
性
等
を
考
慮
し
入
居
を
決
定
い
た
し

ま
す
。 

【入
居
対
象
者
】次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方 

①
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
居
住
し
て
い

た
方(

お
お
む
ね
10
年
以
上) 

②
６５
歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
法
第
１９
条
第
１
号

の
規
定
に
よ
り
要
介
護
者
に
該
当
す
る
こ
と
お
よ

び
そ
の
該
当
す
る
要
介
護
状
態
区
分
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

③
村
長
が
必
要
と
認
め
た
方(

居
宅
に
お
い
て
介
護

が
困
難
な
ど
施
設
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
必
要

性
が
高
い
方) 

【入
居
利
用
料(

月
額)

】 

○
居
住
費
２
６
，
０
０
０
円 

○
管
理
費
２
６
，
０
０
０
円 

○
食
費(

１
食
５
０
０
円×

食
事
分) 

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
料(

介
護
１
：１
７
，
１
３
０
円
、 

介
護
２
：１
９
，
２
３
０
円
、
介
護
３
：２
１
，
３
３
０

円
、
介
護
４
：２
３
，
４
０
０
円
、
介
護
５
：２
５
，
５

３
０
円) 

 

そ
の
他
、
詳
細
に
関
し
て
は
、
お
問
合
せ
い
た
だ
く

か
小
笠
原
村
診
療
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
８
０
０ 

 

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の
郷 

 

２―

３
８
８
１ 

 

          

   

５
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
ー
２
５
０
０
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

  
 
 

                             

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,317 等級 大人 小人 学生

60,640 51,880 30,320 (+2,389) 5,080 2,540 4,070

(+11,140) (+9,530) (+5,580) 17,052 (+1,130) (+560) (+910)

43,800 35,040 21,900 (+2,224) 6,100 3,050

(+8,050) (+6,440) (+4,020) 15,686 (+1,360) (+680)

32,990 26,400 16,500 (+2,046) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+6,060) (+4,850) (+3,030) 1,835

28,960 23,170 14,480 (+239)

(+5,320) (+4,250) (+2,660) 1,366 9,893

等級 村民 村民小人 身障者 (+178) (+1,445)

47,500 23,750 30,320 9,274

(+8,720) (+4,360) (+5,580) (+1,354)

30,660 15,330 21,900 8,656

(+5,630) (+2,810) (+4,020) (+1,264)

23,100 11,550 16,500 991

(+4,240) (+2,120) (+3,030) (+145)

20,280 10,140 14,480 747

(+3,730) (+1,860) (+2,660) (+109)

5月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

保
健
所
「こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」 

 

 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『太
陽
の
郷
』 

入
居
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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◎
５
月
９
日
父
島
発
お
が
さ
わ
ら
丸
の
出
港
時
間 

 

 
 

父
島
発 

５
月
９
日
午
後
３
時 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
代
船
さ
る
び
あ
丸
の
竹
芝
・父
島
出

港
時
間 

 
 

竹
芝
発 
５
月
21
日
午
前
10
時 

 
 
 

(

父
島
着 
22
日
午
後
３
時) 

 
 

父
島
発 

５
月
23
日
午
前
10
時
30
分 

 

(

竹
芝
着 

24
日
午
後
３
時
30
分) 

お
乗
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３―

３
４
５
１―
５
１
７
１ 

 

◎
宅
急
便
受
付
時
間
の
変
更 

【父
島
着
発
日
】  

午
前
９
時
～
11
時
ま
で 

→

午
前
９
時
～
10
時
45
分
ま
で 

【父
島
１
泊
便
入
港
日
】  

午
前
９
時
～
11
時
ま
で 

 

→

午
前
９
時
～
10
時
45
分
ま
で 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

 

◎
夏
期
乗
船
券
の
村
民
優
先
発
売 

 

村
民
の
皆
さ
ま
の
乗
船
枠
は
十
分
ご
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
夏
休
み
に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗
船
券
を

お
早
め
に
ご
予
約
ま
た
は
ご
購
入
お
願
い
し
ま
す
。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

村
民
の
皆
さ
ま
限
定
で
、
優
先
発
売
を
承
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

※
優
先
発
売
は
父
島
営
業
所
、
母
島
代
売
所
で
の
み

の
み
承
り
ま
す
。 (

東
京
本
社
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。)  

 
 

※
優
先
発
売
期
間
中
は
村
民
以
外
の
同
時
予
約
お
よ

び
同
室
、
隣
席
希
望
は
承
れ
ま
せ
ん
。 

 

※
村
民
の
方
も
５
月
23
日(

木)

以
降
、
満
室
の
場
合

は
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。 

 
 

※
公
平
性
確
保
の
た
め
、
予
約
は
１
名
に
つ
き
３
家

族
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

※
８
月
27
日
東
京
発
～
31
日
父
島
発
便
を
除
き
フ

ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
の
設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

                   
 

  

●
問
合
せ
先 

 
 

 
  

小
笠
原
海
運
㈱ 

父
島
営
業
所 

２―

２
５
０
０ 

 
  

母
島
代
売
所(

母
島
農
協) 

 
 

３―

２
３
３
１

 
 

   
 

    

【世
界
自
然
遺
産 

小
笠
原
の
世
界
的
な
価
値
】 

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
の
生
成
と
人
類
の
歴
史
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
遺
跡
、
景
観
、
自
然
な
ど
で
、

過
去
か
ら
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
人
類
共

通
の
宝
物
で
す
。 

海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
島
々
か
ら
な
る
小
笠
原

で
は
、
独
自
の
進
化
を
と
げ
た
多
く
の
固
有
の
生
き

も
の
や
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
独
自
の
「生
態
系
」が
、

生
物
の
進
化
を
示
す
典
型
的
な
見
本(

特
に
カ
タ
ツ

ム
リ
や
植
物)

と
し
て
、
世
界
的
な
価
値
を
持
つ
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
平
成
23
年
６
月
、
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

 【小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

小
笠
原
在
来
の
生
き
も
の
は
外
来
種
の
影

響
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
弱
く
、
こ
の
よ
う
な

生
き
も
の
を
守
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
等
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
同
機
関
の
取
組
に
限
ら
ず
、
村
民
の
皆
さ

ま
に
も
、
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 【内
地
か
ら
小
笠
原
に
戻
る
と
き
は
】 

○
小
笠
原
の
自
然
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ

る
植
物
や
動
物
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
持
ち
込
む
つ
も
り
は
な
く
て
も
、
土
に
紛
れ
て
持

ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
土
付
き
の

苗
を
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
靴
底
に
泥
が

つ
い
て
い
た
ら
、
出
発
前
に
落
と
し
た
り
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

※
土
付
き
の
苗
木
な
ど
を
父
島
お
よ
び

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
地
域(

沖
縄
・九

州
か
ら
関
東
の
太
平
洋
側
を
中
心
と

し
た
地
域)

か
ら
母
島
に
持
ち
込
む
こ

と
は
、
村
の
「イ
エ
シ
ロ
ア
リ
条
例
」で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。(

「母
島
で
の
土
付
き
苗
の

温
浴
」に
つ
い
て
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。) 

 
【他
の
島
に
行
く
と
き
は
】 

父
島
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム

シ
と
い
う
外
来
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
固
有
の
カ

タ
ツ
ム
リ
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
母
島
で
は
ア
ジ
ア
ベ

ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
と
い
う
外
来
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
生
息

範
囲
を
急
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昆
虫
類
に
深
刻

な
打
撃
を
与
え
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が
父
島
・母

島
・兄
島
か
ら
他
の
島
へ
侵
入
・拡
散
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。 

○
衣
服
、
手
荷
物
な
ど
に
外
来
植
物
の
種
が
付
着
し
、

他
の
島
へ
侵
入
・拡
散
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ポ
ケ
ッ
ト
や
カ
バ
ン
の
中
を
確
認
し
、
取
り
除

き
ま
し
ょ
う
。 

○
泥
の
中
に
は
プ
ラ
ナ
リ
ア
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
靴
や
サ
ン
ダ
ル
の
泥
を
確
実

に
落
と
し
て
か
ら
出
発
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
や
カ
ヤ
ッ
ク
、
荷
物
の
中
な
ど
に
生
き
も
の
が

入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
出
発
前
に

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し
、
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
守
れ
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
で
生
き
も
の
を
飼
う
と
は 

【ペ
ッ
ト
条
例
】 

ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
が
、
飼

い
主
か
ら
離
れ
野
生
化
し
て
、
貴
重
な
生
態
系
や
生

活
環
境
へ
の
悪
影
響
、
他
の
人
や
他
の
ペ
ッ
ト
と
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
、
ペ
ッ
ト
由
来
の
新
た
な
外
来
種
を
生
み
出

さ
な
い
た
め
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
施
行
し
た
「小
笠

原
村
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例(

ペ
ッ
ト
条
例)

」に
お
い
て
、
次
の
４
つ
の
ル
ー
ル

を
定
め
て
い
ま
す
。 

①
正
し
く
飼
っ
て
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
よ
う 

②
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
を
役
場
に
登
録
し
よ
う(

イ
ヌ
、

ネ
コ
の
他
、
鳥
、
魚
、
昆
虫
な
ど
も
含
み
ま
す
。) 

③
持
ち
込
む
と
き
に
申
請
し
よ
う 

④
持
ち
込
め
る
種
類
を
確
認
し
よ
う 

 

ル
ー
ル
①
と
②
は
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

③
は
今
年
度
試
行
を
開
始
し
、
④
は
段
階
的
に
開
始

予
定
で
す
。 

小
笠
原
で
生
き
も
の
を
飼
う
場
合
は
、
ル
ー
ル
①

を
踏
ま
え
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

○
適
正
な
頭
数
で
、
さ
い
ご
ま
で
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ

備　考 発売日 乗船日 区分

7/16東京発から

8/31父島発まで

7/16東京発から

7/31父島発まで

8/2東京発から

8/24父島発まで

6/10より一斉発売

村
民

小笠原村民（医療・
島学・在島障がい
者含）に限る

一
般

(

村
民
以
外

）

5/27より一斉発売

※1の発売日以降
の村民も同様

5/21～22の2日間に限
り、優先発売　　※１

新
し
く
小
笠
原
村
の 

村
民
と
な
ら
れ
た
方
々
へ 
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う
。 

○
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○
無
責
任
に
捨
て
な
い
、
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

○
放
し
飼
い
は
せ
ず
、
室
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ
ー
ジ

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。 

○
移
動
や
散
歩
の
際
は
、
リ
ー
ド
・ケ
ー
ジ
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
管
理
や
身
元
確
認
、
し
つ

け
を
き
ち
ん
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【家
畜
所
有
者
の
方
へ
】 

家
畜
の
所
有
者
は
都
道
府
県
知
事
に

家
畜
の
飼
養
に
つ
い
て
毎
年
、
定
期
報
告

を
す
る
こ
と
が
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

対
象
と
な
る
家
畜
は
牛
、
馬
、
豚
、
山
羊
、
鶏
、
う

ず
ら
な
ど
で
、
飼
養
頭
数
や
飼
養
目
的(

畜
産
、
教

育
：学
校
動
物
、
愛
玩
：ペ
ッ
ト
、
展
示
な
ど)

に
関
わ

ら
ず
全
て
の
所
有
者
に
報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

報
告
様
式
な
ど
、
詳
し
く
は
東
京
都
産
業
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

東
京
都
産
業
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

s
://w

w
w

.sa
n
g
y
o
-

ro
d
o
.m

e
tro

.to
k
y
o
.lg

.jp
/n

o
u
rin

/s
h
o
k
u
/

a
n
im

a
l/h

o
u
k
o
k
u
/ 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

    

村
民
の
皆
さ
ま
が
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
「村
民
参

加
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

村
と
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・整
備
機
構

森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、
絶
滅
危

惧
種
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
の
遺
伝
資
源
を
保
全
す
る
た

め
、
平
成
29
年
か
ら
覚
書
を
締
結
し
て
植
栽
共
同
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
覚
書
に
よ
り
提
供
を
受
け

た
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
の
ク
ロ
ー
ン
苗
が
植
樹
に
適
し

た
大
き
さ
に
育
っ
た
た
め
、
今
回
、
オ
ガ
グ
ワ
の
森
に

新
し
く
広
げ
た
植
栽
エ
リ
ア
に
植
栽
し
ま
す
。 

誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

       
【日
時
】５
月
11
日(

土) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
お
昼
ご
ろ
ま
で 

【集
合
・解
散
場
所
】 

オ
ガ
グ
ワ
の
森(

父
島
長
谷
の
村
有
地)

現
地
集
合 

※
現
地
の
場
所
を
知
ら
な
い
方
、
行
く
手
段
が
な
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【募
集
期
間
】５
月
９
日(
木)

ま
で(

事
前
申
込
制) 

【服
装
・持
ち
物
】 

作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、
帽
子
、
飲
み
物
な
ど 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係     

 

２―
２
２
７
０ 

    

◎
動
物
対
処
室
の
長
期
休
診  

【休
診
日
】 

５
月
９
日(

木) 

～
29
日(

水)  

※
診
察
は
５
月
30
日(

木)

か
ら
再
開
し
ま
す
。 

 

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

５
月
７
日(

火)

午
前
11
時
～
正
午
／ 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

５
月
８
日(

水)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【場
所
】 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

○
診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

【予
約
申
込
み
先
】 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課 

自
然
環
境
係) 

 
  

２―

２
２
７
０ 

 

  

小
笠
原
村
で
実
施
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
の
直

近
３
年
間
の
対
策
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

 【駆
除
結
果
】 

父
島
で
は
集
落
周
辺
の
山
域
を
中
心
に
イ
エ
シ
ロ

ア
リ
の
営
巣
を
探
査
駆
除
し
て
い
る
他
、
平
成
31
年

か
ら
洲
崎
で
確
認
し
て
い
る
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
の
駆
除

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

母
島
の
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
は
北
部
に
生
息
し
て
お
り
、

集
落
へ
の
群
飛
を
抑
え
る
た
め
、
山
域
で
駆
除
処
理

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
母
島
の
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア

リ
は
主
に
生
息
密
度
の
高
い
静
沢
で
駆
除
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

                  

【家
屋
な
ど
の
点
検
結
果
】 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
の
際
、
申
込
に
よ
り
無
料
点

検
し
て
い
ま
す
。
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
は
加
害
ス
ピ
ー
ド
が

速
い
た
め
早
期
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

                

 

村
民
参
加
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

～
オ
ガ
グ
ワ
の
森 

植
樹
会
の
ご
案
内
～ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
」実
績
報
告 
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【奨
励
金
制
度
】 

防
蟻
処
理
を
行
う
こ
と
で
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
を
受

け
難
く
な
り
ま
す
。
奨
励
金
に
つ
い
て
は
「シ
ロ
ア
リ

防
蟻
処
理
の
奨
励
金
」を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
不
明
点

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

                 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

   

第
１
回
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
で
は
父
島
集
落
周
辺

と
母
島
北
部
お
よ
び
集
落
周
辺
に
お
い
て
、
群
飛
調

査
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
家
屋
点
検
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ

が
入
っ
て
い
な
い
か
の
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ

エ
シ
ロ
ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
に

は
無
料
で
駆
除
し
て
お
り
ま
す
。 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

特
に
木
造
家
屋
は
被
害
を
受
け
や
す
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。 

な
お
、
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

※ 

家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。 

【申
込
期
間
】５
月
27
日(

月)

～
６
月
19
日(

水) 

【家
屋
点
検
期
間
】 

《母
島
》６
月
３
日(

月)

、
４
日(

火) 

《父
島
》６
月
21
日(

金)

～
24
日(

月) 

※
日
曜
休 

【群
飛
調
査
期
間
】 

《父
島
・母
島
集
落
周
辺
》 

 
 

５
月
13
日(

月)

～
６
月
20
日(

木) 

《母
島
北
部
》 

５
月
22
日(

水)

～
６
月
15
日(

土) 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

   

小
笠
原
村
で
は
個
人
お
よ
び
小
規
模
企
業
者
の
家

屋
の
シ
ロ
ア
リ
防
蟻
処
理
に
対
し
て
、
一
定
条
件
の
も

と
最
大
で
15
万
円
の
奨
励
金
を
交
付
し
て
お
り
ま

す
。 シ

ロ
ア
リ
の
被
害
に
遭
う
家
屋
は
、
防
蟻
処
理
を

行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
シ
ロ
ア
リ
の
防
蟻

処
理
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

【対
象
者
】個
人
ま
た
は
小
規
模
企
業
者 

※
小
規
模
企
業
者
と
は 

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20
人
以
下(

宿
泊

業
お
よ
び
娯
楽
業
以
外
の
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業

は
５
人
以
下)

の
法
人 

【奨
励
割
合
】個
人
は
３
分
の
２ 

小
規
模
企
業
者
は
２
分
の
１ 

【交
付
限
度
額
】 

一
棟
あ
た
り
15
万
円
／
５
年
間
で
最
大
30
万
円 

 

【防
蟻
処
理
施
工
業
者
】 

社
団
法
人
日
本
し
ろ
あ
り
対
策
協
会
の
会
員
の
シ

ロ
ア
リ
業
者 

【そ
の
他
】 

○
５
年
間
の
建
物
修
復
費
用
の
保
証
付
き
家
屋
の
み

申
請
可 

○
村
役
場
に
申
請 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

  

南
島
に
入
島
を
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
東
京
都

自
然
ガ
イ
ド
の
同
行
が
必
要
で
す
。 

た
だ
し
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の

み
で
の
利
用
で
あ
っ
て
、
所
定
の
手
続
き
を
済
ま
せ
た

場
合
は
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
の
同
行
が
な
く
て
も

南
島
に
入
島
し
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

利
用
方
法
を
南
島
の
村
民
利
用
制
度
と
呼
ん
で
い
ま

す
。 

【利
用
方
法
・手
続
き
】 

①
総
合
事
務
所
３
階
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
で

指
定
ル
ー
ト
の
利
用
者
講
習
※
を
受
け
る
。 

②
村
役
場
産
業
観
光
課
で
村
民
利
用
の
届
出
※
を
行

い
、
腕
章
を
受
け
取
る
。 

③
南
島
に
入
島
す
る
際
に
は
常
に
腕
章
を
着
用
し

「適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
」に
従
い
行
動
す
る
。 

④
南
島
か
ら
戻
っ
た
ら
速
や
か
に
腕
章
を
返
却
す
る
。 

※
指
定
ル
ー
ト
の
利
用
者
講
習
は
原
則
と
し
て
月
に

１
回
の
開
催
で
す
。
詳
し
く
は
森
林
生
態
系
保
全

セ
ン
タ
ー(

２―

３
４
０
３)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

※
村
民
利
用
の
届
出
は
平
日
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

届
出
の
際
に
は
森
林
生
態
系
保
存
地
域
入
林
年
間

パ
ス
お
よ
び
、
運
転
免
許
証
等
、
本
人
確
認
で
き
る

書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

【適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
の
遵
守
】 

 
 

南
島
を
利
用
す
る
に
は
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル

を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
は
、
村

民
利
用
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
利
用
す
る
際

に
は
ル
ー
ル
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

《適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル(

村
民
利
用
適
用
箇
所)

》 

○
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
の
指
示
に
従
う
。 

○
定
め
ら
れ
た
経
路
以
外
を
利
用
し
な
い
。 

○
植
物
、
動
物
、
木
片
類
、
石
な
ど
自
然
に
存
在
す
る

も
の
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
す
る
。 

○
動
物
、
植
物
、
種
子
、
昆
虫
な
ど
の
外
来
種
を
持
ち

込
ま
な
い
。 

○
動
物
を
驚
か
し
た
り
、
追
い
立
て
た
り
し
な
い
。 

○
岩
石
な
ど
に
落
書
き
を
し
な
い
。 

○
ご
み
は
捨
て
ず
、
す
べ
て
持
ち
帰
る
。
ま
た
、
海
へ

投
棄
し
な
い
。 

 

《自
然
観
察
路
》 

           

【そ
の
他
】 

○
海
況
や
天
候
に
よ
っ
て
は
上
陸
を
諦
め
る
な
ど
、

安
全
を
最
優
先
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

○
け
が
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
肌
を
出
来
る

だ
け
露
出
し
な
い
服
装
、
滑
り
に
く
い
履
物
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
上
陸
や
島
内
の
移
動
の
際

は
、
慎
重
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

○
父
島
や
母
島
に
は
、
南
島
に
は
持
ち
込
ま
れ
て
い

な
い
外
来
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
南
島
に
新
た

な
外
来
種
を
持
ち
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

靴
底
の
洗
浄
や
衣
類
等
に
付
い
た
種
子
の
除
去
、

持
ち
物
や
船
内
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が
潜
ん
で

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業(

第
１
回) 

 

シ
ロ
ア
リ
防
蟻
処
理
の
奨
励
金 

 

南
島
の
村
民
利
用
制
度 
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い
な
い
か
な
ど
事
前
に
入
念
な
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。 

○
南
島
は
天
然
記
念
物
お
よ
び
自
然
公
園
法
の
特
別

保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
内
の
動
植

物
や
岩
な
ど
を
傷
つ
け
る
こ
と
や
貝
殻
や
砂
を
含

め
島
内
に
あ
る
物
の
一
切
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
鮫
池
か
ら
の
上
陸
で
は
、
上
陸
地
点

の
ラ
ピ
エ
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
船
の
防
舷
材
を
し

っ
か
り
付
け
、
接
岸
は
慎
重
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

     

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
で
は
、
集
落
か
ら
離
れ
た
山
域

に
お
け
る
け
が
や
事
故
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
応
急
手
当
セ
ッ
ト

や
救
助
用
品
な
ど
を
収
納
し
た
、

写
真
の
よ
う
な
「緊
急
ボ
ッ
ク
ス
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
緊
急
ボ
ッ
ク
ス
は
、
非
常
時

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

【設
置
場
所
】 

《父
島
》 

○
千
尋
岩
ル
ー
ト
・躑
躅
山
ル
ー
ト
分
岐
点(

通
称:

切
通
し) 

○
千
尋
岩
ル
ー
ト
衝
立
山
山
頂
付
近(

通
信
建
屋
跡) 

○
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
・高
山
ル
ー
ト
分
岐
点(

ジ
ョ
ン
ビ

ー
チ
側) 

《母
島
》 

○
石
門
ル
ー
ト
分
岐
点(

上
の
三
叉
路) 

○
乳
房
山(

西
ル
ー
ト 

頂
上
側
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス) 

○
南
崎(

海
岸
手
前
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
手
前) 

○
北
港(

休
憩
舎
内) 

 

【収
納
品(

抜
粋)

】 

《救
助
用
品
》 

負
傷
者
搬
送
用
器
具
、
ロ
ー
プ
、
懐
中
電
灯
、 

の
こ
ぎ
り 

な
ど 

《救
急
用
品
》 

ガ
ー
ゼ
、
三
角
巾
、
消
毒
液
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、 

と
げ
抜
き 

な
ど 

《そ
の
他
》保
存
水
、
敷
き
マ
ッ
ト 

な
ど 

【注
意
事
項
】 

○
緊
急
ボ
ッ
ク
ス
の
用
品
を
使
用
し
た
と
き
は
、
必

ず
使
用
簿
に
使
用
し
た
用
品
名
・数
量
な
ど
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
村
役
場
産
業
観
光
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

○
非
常
時
に
役
立
て
る
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
必
要
な
方
が
困
り
ま
す
の
で
、
消
耗
品
等

は
緊
急
時
の
み
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

○
用
品
等
を
使
っ
た
後
は
、
収
納
品
を
整
理
し
て
収

め
た
後
、
湿
気
や
虫
な
ど
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
ボ

ッ
ク
ス
の
上
蓋
を
し
っ
か
り
と
閉
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会 

(

村
役
場
産
業
観
光
課
内)  

 
 

２―

３
１
１
４ 

     

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
小

笠
原
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
、
外
来
植

物
の
駆
除
や
在
来
植
物
の
生
育
保
全
等
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
指
定
ル
ー
ト
上
の
外
来
種
の
拡
散
抑
制
と

小
笠
原
の
外
来
種
の
現
状
を
観
光
客
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
取
組
と
し
て
、
ガ
イ
ド
お
よ
び
ガ
イ
ド
と

同
行
す
る
観
光
客
の
方
々
が
外
来
種
駆
除
を
体
験
で

き
る
仕
組
み
を
、
千
尋
岩
ル
ー
ト
で
試
行
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

 

【対
象
者
】 

ガ
イ
ド
お
よ
び
そ
の
ガ
イ
ド
に
引
率
さ
れ
た
観
光

客
で
、
外
来
種
抜
き
取
り
を
希
望
す
る
者
と
し
ま
す
。 

観
光
客
に
抜
き
取
り
を
行
わ
せ
る
場
合
に
は
、
引
率

す
る
ガ
イ
ド
が
十
分
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

【対
象
種
】】 

対
象
種
は
、
オ
オ
バ
ナ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ホ
ナ
ガ

ソ
ウ
、
セ
イ
ロ
ン
ベ
ン
ケ
イ
の
３
種
の
草
本
と
し
ま
す
。 

【外
来
種
の
抜
き
取
り
を
行
う
範
囲
】 

指
定
ル
ー
ト
の
幅
員
か
ら
概
ね
50

cm
の
範
囲
内
。

(

指
定
ル
ー
ト
か
ら
踏
み
出
さ
ず
に
無
理
な
く
手
の

届
く
範
囲) 

【抜
き
取
り
後
の
取
扱
い
】 

千
尋
岩
ル
ー
ト
に
お
い
て
集
積
箱
を
設
置
し
ま
し

た
。
抜
き
取
り
し
た
草
本
に
つ
い
て
は
、
集
積
箱
内
に

集
積
し
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
等
は
集
積
箱
に
捨
て
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
オ
オ
バ
ナ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
除
去
時
に
は
種

子
の
付
着
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

   

令
和
４
年
12
月
上
旬
お
よ
び
令
和
５
年
10
月
の

豪
雨
に
よ
り
、
石
門
指
定
ル
ー
ト
の
一
部
で
崩
落
が

発
生
し
ま
し
た
。
崩
落
箇
所
の
上
部
に
は
、
現
在
も
土

砂
が
残
存
し
て
お
り
、
再
崩
落
や
落
石
等
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
で
協
議
の
上
、
当
面
の
間

の
通
行
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
今

後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
６
月
頃
の
状
況
を

確
認
し
た
上
で
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【通
行
止
め
区
間
】 

  

堺
ヶ
岳
山
頂
分
岐
を
越
え
た
ロ
ー
プ
場
の
先
か
ら

終
点
ま
で
。(

ポ
ス
ト
杭
No

26
付
近
以
降) 

             

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 
 
 
 
 

３―

２
３
０
０ 

     

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る

場
合
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
講
習
は
講
習
資
料
を
配
付
し
て
、
各
自
で

受
講
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
の
提
出
を
も
っ
て

講
習
修
了
と
し
ま
す
。 

次
の
目
的
で
講
習
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で

に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ◎
村
民
レ
ク
簡
易
講
習 

(

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
指

定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方) 

父
島
お
よ
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
講
習
を
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「年
間
パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

非
常
時
に
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る 

緊
急
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す 

 
指
定
ル
ー
ト
（千
尋
岩
ル
ー
ト
） 

外
来
種
抜
き
取
り
を
始
め
ま
す 

石
門
指
定
ル
ー
ト
の
一
部
通
行
止
め 

国
有
林 

森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会 
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◎
調
査
研
究
簡
易
講
習 

(
調
査
・研
究
お
よ
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る

方) 森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・研
究
、

同
補
助
お
よ
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
い
ず
れ
の
講
習
も
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま

す
。
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
再
度
、
講
習
の
受
講
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

 

【パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
必
要
書
類
を
受
講
締

切
日
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕
章

の
交
付
。 

【受
講
締
切
日
】５
月
22
日(

水) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３ 

              

   

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。 

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施

区
域
に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
６
時
～
午
後
２
時 

【作
業
区
域
】 

湾
岸
通
り
や
夜
明
道
路
、
巽
道
路
な
ど
の
周
辺
、

北
袋
沢
か
ら
小
港
海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、
主
に
道

路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。(

住
宅
地
お
よ
び
東
平
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

※
別
図
参
照 

            

【作
業
日
程
】 

５
月
10
日(

金)

、
17
日(

金)

、
24
日(

金)

、 

31
日(

金) 

  ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

      

   

今
年
も
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
８
～
９
月
頃

ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図

で
示
し
た
植
栽
地(

蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間)

に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                    

な
お
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・孵
化
が
終
わ
る
頃

(

10
月
頃)

ま
で
、
夜
間
、
大
村
中
央
地
区
の
園
内
灯

の
消
灯
と
迷
走
防
止
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
お
足
元
に
ご
注
意
下
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
担
当
２―

２
１
６
５ 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

 

大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

２―

７
１
７
０ 

  

   
 

世
界
で
も
小
笠
原
に
し
か
生
息
し
な
い
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト(

あ
か
ぽ
っ
ぽ)

は
、
村
民
の
皆
様
の
努
力

に
よ
り
、
見
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
個
体
数
の
少
な
い
貴
重
な
鳥
で
す
。 

 

個
体
数
の
増
加
に
伴
い
、
ガ
ラ
ス
と
の
衝
突
、
交
通

事
故
等
に
よ
る
死
亡
事
例
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

春
～
夏
は
巣
立
ち
後
の
若
い
個
体
が
多
く
、
特
に
集

落
域
で
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

【昨
年
春
季(

３
～
６
月)

父
島
の
事
故
発
生
状
況
】 

○
島
北
部
の
集
落
域(

宮
之
浜
道
・大
村
・清
瀬)

に
事

故
が
集
中(

12
件)

。 

○
う
ち
７
件
が
車
や
構
造
物(

ガ
ラ
ス
等)

に
衝
突
し

て
死
亡
。 

 

今
年
度
も
死
亡
事
故
が
発
生
し
始
め
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 あ

か
ぽ
っ
ぽ
は
普
段
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
故
や
調
査
か
ら
、
実

は
超
低
空
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。 

○
道
路
上
や
沢
筋
を
一
直
線
に
飛
ぶ 

○
日
中
、
林
の
中
や
建
物
の
間
を
す
り
抜
け
て
飛
ぶ 

ま
た
、
夏
季
は
海
岸
近
く(

昔
の
海
岸
林
＝
現
在
の

集
落
域)

で
餌
を
食
べ
る
個
体
が
増
え
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
ガ
ラ
ス
の

存
在
や
車
の
出
現
を
予
測
で
き

ず
、
衝
突
し
て
し
ま
う
個
体
も
い

ま
す
。 

 

そ
こ
で
皆
さ
ま
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
特
に
早
朝
、
海
岸
近
く
の
カ
ー
ブ
や
下
り
坂
は
ゆ

っ
く
り
と
、
「思
い
や
り
運
転
」を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
は
カ
ー
テ
ン
や
よ
し
ず
等
で
覆

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
い
場
合
は
バ
ー
ド
セ
イ
バ
ー

 

 

 

植栽地 植栽地 
植栽地 

アオウミガメの産卵のため 

      の中への 

立ち入りはご遠慮ください。 

大村海岸 

お祭り広場 

大神山公園(大村中央地区) 

迷走ガメ防止ゲート 

蛇かご 

植栽地 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
作
業 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を 

守
る
た
め
に 

 

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
事
故
防
止 

 



 NO．767 令和 6(2024)年 5 月 1日(水)              編集・発行 小笠原村総務課 

 

-16- 

(
猛
禽
類
の
シ
ー
ル)

を
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

※
街
中
の
あ
か
ぽ
っ
ぽ
を
観
察
す
る
と
き
は
、
驚
い

た
あ
か
ぽ
っ
ぽ
が
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
、

追
い
か
け
た
り
、
取
り
囲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

 

●
問
合
せ
先 

【ハ
ト
の
事
故
防
止
等
に
つ
い
て
】 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４  

母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

       
３―

２
５
７
７ 

※
バ
ー
ド
セ
イ
バ
ー
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す 

 

【野
生
鳥
獣
の
事
故
の
と
き
】 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

          

２―

２
１
２
５ 

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
２―

３
７
７
９ 

(

平
日
の
み) 

鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー 

０
８
０―

２
０
３
５―

８
０
７
８ 

母
島(

東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
員 

宮
城) 

０
８
０―

８
４
９
７―

３
７
６
４ 

     

小
笠
原
の
生
き
物
を
守
る
た
め
に
は
、
未
侵
入
・未

定
着
の
外
来
種
の
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
で
す
。 

普
段
見
慣
れ
な
い
生
き
物(

例
：カ
タ
ツ
ム
リ
、
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
や
セ
ミ
等
の
昆
虫
類)

や
小
笠
原
に
棲
ん
で
い

る
は
ず
の
な
い
生
き
物(

例
：ア
マ
ガ
エ
ル
・ヘ
ビ
等)

を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

(

２―

７
１
７
４)

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
、
個
体
の
引
取
り
な
ど
も
行
い
ま
す
。 

 
 

 
 
  

      

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２−

７
１
７
４ 

     
 

小
笠
原
諸
島
で
は
、
外
来
プ
ラ
ナ
リ
ア
類
の
侵
入
に

よ
り
、
特
に
父
島
の
陸
産
貝
類
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。
母
島
に
お
い
て
も
、
エ
リ
マ
キ
コ
ウ

ガ
イ
ビ
ル
等
の
外
来
プ
ラ
ナ
リ
ア
類
が
固
有
陸
産
貝

類
に
影
響
を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
外
来
陸
貝
ア
ジ
ア
ベ

ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
が
、
集
落
や
農
業
地
域
に
も
広
が
り
、

生
活
や
農
業
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
外
来
種
の
一
部
は
、
島
外
の
「土
付
き
苗
」

に
紛
れ
て
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
外
来
種
の
潜
入
リ
ス
ク
の
あ
る
土
付
き
苗
も
、

温
浴
処
理
等
を
お
こ
な
う
こ
と
で
リ
ス
ク
を
軽
減
で

き
ま
す
。 

母
島
に
持
ち
込
ま
れ
る
全
て
の
土
付
き
苗(

※
１)

を
対
象
と
し
、
温
浴
処
理
を
行
う
こ
と
が
、
「自
主
ル

ー
ル
」(

※
２)

と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

※
１
：小
笠
原
村
シ
ロ
ア
リ
条
例
で
は
、
イ
エ
シ
ロ
ア

リ
生
息
地
域
か
ら
の
土
付
き
苗
の
母
島
へ
の
持
ち

込
み
を
原
則
禁
止
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
「は
は
の

湯
」の
対
象
は
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
外
か
ら
の
持

ち
込
み
苗
と
な
り
ま
す
。 

 

※
２
：本
取
組
み
は
、
小
笠
原
諸
島
世
界
遺
産
地
域

科
学
委
員
会
下
部
・母
島
部
会
に
お
い
て
議
論
し
、

母
島
の
「自
主
ル
ー
ル
」と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。 

 

【温
浴
の
申
込
み
先
】 

 

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合 

母
島
支
店 

 

電
話
：３―

２
３
３
１ 

 

メ
ー
ル
：info

@
o
g
a
sa

w
a
ra

-isla
n
d
s
.o

r.jp
 

 
 ※

苗
を
ご
購
入
の
際
は
「沖
港
留
め
」と
し
、
な
る
べ

く
搬
入
日
よ
り
前
も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

【温
浴
・外
来
種
対
策
に
つ
い
て
】 

環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所
３―

２
５
７
７ 

【シ
ロ
ア
リ
条
例
に
つ
い
て
】 

 

村
役
場 

環
境
課  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

    

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
の
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
小

笠
原
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や
昆
虫
の
生
体
展
示
の
他
、

世
界
遺
産
地
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取
組
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

現
在
、
小
笠
原
の
映
え
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
写

真
展
示
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

【開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中 

(

Ｇ
Ｗ
期
間
は
５
月
９
日
ま
で
毎
日
開
館) 

【開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で 

※
詳
細
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
。 

    
【Ｇ
Ｗ
特
別
企
画
】４
月
28
日
～
５
月
９(

木) 

 
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｇ
Ｗ
期
間
中
、
フ

ォ
ト
ク
イ
ズ
を
開
催
し
ま
す
！
全
問
正
解
す
る
と
ち

ょ
っ
と
し
た
景
品
も
も
ら
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！ 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

 

    

【開
館
日
】５
月
１
日(

水)

～
９(

木)

ま
で
毎
日
開
館

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中(

ド
ッ
ク
中
閉
館) 

【開
館
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

夜
間
開
館
日
は
午
後
９
時
ま
で) 

※
イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【特
別
展
】 

○
写
真
展
「昔
の
小
笠
原
」開
催
中 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

○
「ク
ジ
ラ
」展
～
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
く
ら
べ
っ
こ 

 

５
月
９
日(

木)

ま
で
開
催 

 
 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
実
物
大
展
示
、
生
態
紹
介
の
ほ

か
、
「イ
ル
カ
」展(

縮
小
版)

の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
と
比
べ
て
み
よ
う
と
い
う
展
示
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

       

「２
０
２
３
／
２
４ 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
も 

あ
と
少
し
」 

 

昨
年
11
月
上
旬
に
２
０
２
３
／
２
４
シ
ー
ズ
ン
の

初
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
早
く
も
半

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
小
笠
原
の
海
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
が
見
ら
れ
る
季
節
も
あ
と
少
し
で
す
。
北
太
平
洋

ニホンアマガエル 

2023年5月23日 

サニーレタスに混入 

▲ 

遺産センター 

公式 Instagram 

見
慣
れ
な
い
生
き
物
を
発
見
し
た
ら 

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
！ 

 

母
島
で
の
土
付
き
苗
の
温
浴 

(

「は
は
の
湯
」)

に
ご
協
力
を 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

の
お
知
ら
せ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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に
く
ら
す
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
た
ち
は
、
冬
か
ら
春
は
南

の
暖
か
い
海
で
交
尾
・出
産
・子
育
て
な
ど
の
繁
殖
活

動
を
行
い
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
餌
と
な
る
動
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小
魚
が
豊
富
な
北
の
冷
た
い
海
で

過
ご
し
ま
す
。
こ
の
冬
を
小
笠
原
で
過
ご
し
た
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
の
多
く
も
、
餌
を
食
べ
る
た
め
に
北
の
海
を

目
指
し
て
数
千
キ
ロ
の
道
の
り
を
旅
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

さ
て
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況

を
調
べ
る
た
め
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け

て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝
30

分
間
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
グ
ラ
フ

は
、
半
月
ご
と
に
そ
の
平
均
発
見
頭
数
を
ま
と
め
た

結
果
で
す
。 

                      

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
序
盤
か
ら
昨
シ
ー
ズ
ン
以
上
に
順

調
に
発
見
頭
数
が
増
え
て
い
き
、
２
月
前
半
に
は
観

測
ピ
ー
ク
と
な
る
平
均
約
30
頭
も
の
値
を
記
録
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
増
え
る
の
が
早
か
っ
た
分
、
減
る

の
も
早
か
っ
た
の
か
、
３
月
以
降
は
昨
シ
ー
ズ
ン
を
下

回
る
値
で
推
移
し
、
４
月
前
半
終
了
時
点
の
発
見
頭

数
は
平
均
約
１０
頭
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
過
去
２
シ

ー
ズ
ン
の
同
時
期
と
比
較
す
る
と
、
約
５
頭
下
回
る

値
で
す
。
あ
と
１
か
月
間
、
山
の
上
か
ら
の
観
測
が
続

き
ま
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
い
つ
ま
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

【ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願

い
】 毎

年
５
月
頃
ま
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時

期
に
あ
た
り
ま
す
。
船
舶
の
航
行
速
度
を
落
と
し
、
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
中
も
周
囲
の
状
況
確
認
を
き
ち
ん
と
行

う
等
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
安
全
に
楽
し

む
た
め
、
そ
し
て
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
も
優
し
い
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
行
え
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
次
に
掲
げ
る

自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
、
侵
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
。 

 

● 

問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

２―

３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
276 

 ―

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
文
系
の
研
究
生―

 

 

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
も
海
洋
セ
ン
タ
ー
が

掲
げ
る
目
標
の
ひ
と
つ
で
す
。
自
然
環
境
に
興
味
関

心
を
持
ち
行
動
を
起
こ
せ
る
人
材
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
、
海
洋
生
物
の
生
態
や
そ
れ

ら
を
取
り
巻
く
環
境
を
研
究
テ
ー
マ
に
持
つ
学
生
を
、

研
究
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
、
早
稲

田
大
学
の
修
士
論
文
生
の
Ｎ
さ
ん
が
ウ
ミ
ガ
メ
食
文

化
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｎ
さ
ん
の
分

野
は
文
系
で
島
民
の
皆
さ
ま
に
お
話
を
伺
う
こ
と
で

研
究
が
成
立
す
る
興
味
深
い
研
究
テ
ー
マ
で
し
た
。

以
下
、
Ｎ
さ
ん
に
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
に
興
味
を
も
っ

た
き
っ
か
け
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

 

『「大
学
院
で
は
小
笠
原
の
ウ
ミ
ガ
メ
食
文
化
に
つ

い
て
研
究
し
よ
う
！
」と
考
え
た
の
は
、
大
学
４
年
生

の
頃
で
し
た
。
高
校
生
の
頃
、
観
光
で
訪
れ
た
小
笠
原

で
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
た
と
い
う
経
験
が
強
く
胸
に
残

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 

初
め
は
ウ
ミ
ガ
メ
食
文
化
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た

が
、
去
年
の
夏
に
経
験
し
た
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
担

っ
て
い
る
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー(

Ｅ
Ｌ

Ｎ
Ａ)

と
い
う
団
体
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。
動
物
保
護
の
現
場
で
は
、
保
護
団
体
と

地
域
社
会
の
軋
轢
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
島
民
の
方
々
か
ら
食
材
の

差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
た
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
解
体
に
海

洋
セ
ン
タ
ー
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
な
ど
保

護(

保
全)

団
体
と
地
域
社
会
が
良
好
な
関
係
を
築
い

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
す
。 

 
こ
の
関
係
性
に
魅
力
を
感
じ
た
私
は
、
「ウ
ミ
ガ
メ

食
文
化
が
あ
る
小
笠
原
に
お
い
て
海
洋
セ
ン
タ
ー
が

ど
の
よ
う
に
根
付
い
て
き
た
の
か
」に
つ
い
て
研
究
を

す
る
た
め
に
、
現
在
、
再
び
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
滞
在
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
解
体
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
島
民
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
で
、

小
笠
原
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
食
文
化
の
貴
重
さ
を
実

感
す
る
毎
日
で
す
。 

私
が
専
攻
と
す
る
環
境
社
会
学
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
住
民
の
視
点
か

ら
社
会
と
環
境
を
研
究
す
る
と
い
う
学
問
で
す
。
動

物
愛
護
の
風
潮
が
強
く
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
視

点
か
ら
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
動
物
と
の
多
様
な

関
わ
り
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
の
人
々
や

文
化
に
そ
く
し
た
動
物
保
全
が
行
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
私
の
研
究
が
ウ
ミ
ガ
メ
食
文
化
と

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
存
続
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
精
一
杯
調
査
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
』 

 

こ
れ
ま
で
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
調
査
研
究
を
通

し
て
小
笠
原
個
体
群
の
維
持
、
そ
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
食

文
化
の
継
承
に
も
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
Ｎ
さ
ん
の

研
究
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
長
い
年

月
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
存
続
で
き
て
い
た

こ
と
を
再
認
識
し
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
毎
年
ウ
ミ

ガ
メ
が
帰
っ
て
来
る
景
色
も
先
人
た
ち
の
活
動
に
よ

っ
て
現
在
に
ま
で
繋
が
れ
て
き
た
の
だ
と
、
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。 

 

―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２‐

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

s://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t   

  

「続
・小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

大
正
時
代
の
終
わ
り
頃
、
チ
ェ
コ
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ

ら
が
来
島
し
、
約
４
か
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
当
時
の

小
笠
原
の
様
子
を
貴
重
な
挿
絵
と
と
も
に
記
述
し
た

紀
行
書
「OG

A
S
A

V
A

R
A

」(

鈴
木
明
訳)

が
本
村

教
育
委
員
会
保
管
資
料
に
あ
り
ま
す
。 

 大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ
編(

５) 

酒
席
で
酔
い
が
ま
わ
る
中
、
セ
ン
ド
ー
さ
ん
の
奥
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さ
ん
は
酒
を
口
に
せ
ず
黙
々
と
も
て
な
し
を
続
け
、

一
方
私
は
、
酒
の
飲
め
な
い
妻
の
分
も
飲
む
羽
目
に

な
り
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
島
に
は
、
あ
ま
り
強

い
酒
は
な
い
の
で
ア
ル
中
の
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
酒
飲
み
の
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
は
振
る
舞
い

が
乱
暴
な
の
で
、
あ
ま
り
好
感
は
持
て
ま
せ
ん
で
し

た
。
シ
ュ
ジ
ン
さ
ん
の
お
家
で
の
酒
宴
が
終
わ
っ
た
帰

り
道
、
セ
ン
ド
ー
さ
ん
に
招
待
さ
れ
た
お
客
さ
ん
の
１

人
が
私
の
住
ま
い
に
強
引
に
寄
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、

足
元
が
ふ
ら
ふ
ら
で
橋
か
ら
転
落
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。 こ

の
川
に
は
、
他
に
も
転
落
し
た
子
供
た
ち
が
い
ま

し
た
。
島
の
子
供
た
ち
は
、
色
々
な
玩
具
を
思
い
つ
き

ま
す
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
風
車
を
も
っ
て
駆
け
回
っ

た
り
笛
を
大
き
な
音
で
吹
き
、
村
中
に
響
か
せ
た
り

し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
る
日
子
供
た
ち
が
背
の

高
い
竹
馬
で
遊
ん
で
い
る
時
、
そ
の
中
の
１
人
が
竹
馬

で
人
が
良
く
落
ち
る
あ
の
橋
を
渡
り
、
好
奇
心
か
ら

竹
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
私
た
ち
の
ア
ト
リ
エ
を
覗
き
、
つ

ま
ず
い
て
頭
か
ら
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

が
と
ん
で
き
て
泥
ま
み
れ
の
子
を
フ
ロ
に
入
れ
忙
し

く
泥
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。
お
フ
ロ
は
日
本
の
生
活

で
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
て
、
夕
方
必

ず
沸
か
す
準
備
を
し
ま
す
。 

同
じ
く
ら
い
毎
日
の
習
慣
で
行
う
の
が
ハ
ミ
ガ
キ

で
、
歯
の
技
術
者
が
扇
浦
に
も
い
て
、
と
て
も
忙
し
そ

う
で
す
。
お
金
持
ち
に
は
金
歯
を
し
て
い
る
人
が
沢

山
い
ま
す
。
な
か
に
は
歯
ブ
ラ
シ(

つ
ま
よ
う
じ)

を
１

時
間
以
上
も
咥
え
、
生
活
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
日

本
は
、
古
く
か
ら
の
諺
で
「日
本
の
侍
は
食
べ
な
く
て

も
誇
り
を
も
っ
て
歯
ブ
ラ
シ(

つ
ま
よ
う
じ)

を
咥
え

て
い
る(

食
事
を
し
た
こ
と
を
周
り
に
知
ら
せ
る
た
め

に)

」と
言
い
伝
え
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
も
２
日
に
１
度
は
シ
ュ
ジ
ン
さ
ん
の
家
の
お

風
呂
を
借
り
、
女
性
や
子
供
た
ち
か
ら
順
に
入
浴
し

ま
す
。
台
所
に
接
す
る
小
さ
な
部
屋
に
大
き
な
桶
が

あ
り
、
桶
に
水
を
溜
め
下
か
ら
火
を
焚
き
、
お
湯
が

沸
く
と
ま
ず
手
桶
で
自
分
の
体
を
洗
い
、
家
族
全
員

が
次
々
に
湯
舟
の
中
に
入
り
ま
す
。
日
本
の
人
は
熱

い
お
湯
が
好
き
で
平
気
で
浸
か
っ
て
い
る
の
で
、
自
分

も
真
似
し
て
熱
い
お
湯
に
浸
か
っ
て
み
る
と
、
と
て
も

気
持
ち
が
良
い
の
で
す
が
、
入
る
時
は
と
て
も
熱
い
の

で
桶
に
素
早
く
体
を
沈
め
ま
す
。 

私
た
ち
が
入
浴
し
た
あ
と
、
シ
ュ
ジ
ン
さ
ん
た
ち
は

私
た
ち
と
逆
の
順
番
で
お
フ
ロ
に
入
り
、
最
後
は
シ
ュ

ジ
ン
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
る
ネ
ー
サ
ン
が
入
り
、

地
面
ま
で
届
く
黒
髪
を
と
か
し
て
い
ま
し
た
。
村
に

住
み
始
め
た
頃
、
島
の
人
た
ち
は
私
た
ち
の
入
浴
に

と
て
も
興
味
を
持
ち
、
私
た
ち
を
眺
め
驚
き
、
服
を

脱
ぐ
と
一
層
関
心
を
持
ち
「大
き
い
」と
確
認
し
て
い

ま
し
た
。
シ
ュ
ジ
ン
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
「肉
が
た
く
さ

ん
」と
私
の
お
尻
を
叩
き
、
陽
気
に
強
調
し
て
い
ま
し

た
。 

次
回 

大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ(

６)

に
つ
づ
く 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
八
貝
「ど
っ
ち
が
正
解
？
」 

  

職
業
柄
、
マ
イ
マ
イ
の
名
前
に
ま
つ
わ
る
疑
問
が
し

ば
し
ば
舞
い
込
ん
で
く
る
が
、
中
で
も
若
干
対
応
に

困
る
の
が
、
例
え
ば
「『キ
セ
ル
ガ
イ
モ
ド
キ
』と
『キ
セ

ル
モ
ド
キ
』ど
っ
ち
が
正
解
？
」と
い
う
類
の
疑
問
で

あ
る
。
答
え
は
「ど
っ
ち
で
も
良
い
」な
の
だ
が
、
納
得

し
て
も
ら
う
ま
で
が
少
々
面
倒
だ
。 

 

そ
も
そ
も
生
物
の
名
前
は
、
国
際
的
な
決
ま
り
で

あ
る
「国
際
命
名
規
約
」に
従
っ
て
付
け
ら
れ
た
「学
名
」

こ
そ
が
唯
一
無
二
で
あ
る
。
日
本
で
は
「和
名
」、
英
語

圏
で
あ
れ
ば
「英
名
」な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
付

け
ら
れ
た
呼
称
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
決
ま
り
事

は
な
く
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
「通
称
」に
過
ぎ
な
い
。
和

名
に
は
「標
準
和
名
」と
い
う
も
っ
と
も
ら
し
い
も
の

も
あ
る
が
、
こ
れ
も
規
約
な
ど
で
定
め
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
単
に
「文
献
等
で
広
く
使
わ
れ
て
い
て
通

り
が
良
い
」と
い
う
程
度
の
も
の
で
、
標
準
語
と
方
言

の
よ
う
に
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。 

と
は
言
え
、
別
の
生
物
と
間
違
え
て
し
ま
っ
た
り
、
意

味
が
分
か
ら
な
く
な
る
よ
う
な
名
前
に
し
て
し
は
本

末
転
倒
だ
。
冒
頭
の
例
で
言
う
と
「キ
セ
ル
ガ
イ
モ
ド

キ
」を
「キ
セ
ル
」で
止
め
て
し
ま
う
と
、
全
く
別
の
分

類
群
で
あ
る
「キ
セ
ル
ガ
イ
」の
仲
間
と
勘
違
い
し
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
「カ
タ
マ
イ
マ
イ
」を
「カ
タ
」と
略
す

の
は
や
ん
ち
ゃ
が
過
ぎ
る
し
、
「オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
カ
モ

ノ
ア
ラ
ガ
イ
」を
「オ
カ
モ
ノ
」と
略
す
の
は
世
界
各
地

の
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
科
の
皆
さ
ん
に
失
礼
だ
。 

 

そ
の
よ
う
な
勘
違
い
さ
え
避
け
ら
れ
れ
ば
、
「『ア
ジ

ア
ベ
ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
』と
『ア
ジ
ア
ベ
ッ
コ
ウ
』ど
っ
ち

が
正
解
な
ん
だ
？
」な
ん
て
議
論
は
時
間
の
無
駄
で

し
か
な
い
の
で
あ
る
。 

               

【文
】環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

和
田 

慎
一
郎 

【イ
ラ
ス
ト
】藤
崎 

希
久
江 

 
●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会      

２―

３
１
１
７ 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第２91 号 ― 

 

クジラの伝言板 

けんこう通信 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：新年度が始まって忙しくて、休んでいるのに疲れがとれないんだよな～。 
保健師：忙しさに追われていると、何かをしながら、別のことを考えてしまい、「心ここにあらず」

の状態になりやすいです。その状態から心を「いま、ここ」に向ける手段として「深呼吸」
があります。脳が活性化されストレスをたまりににくくする効果があります。 

クジラ：深呼吸ならいつでもできて、手軽にできていいね！僕もやってみようかな。 

 

 新年度が始まり１か月が経ちました。進学や就職、転勤や異動など生活に変化があった方も多いのではないでしょう

か？様々な「変化」はストレスの原因となり、心や体の不調が起こりやすくなります。特に頑張っている時ほど、スト

レスに気づきにくく、無理しやすいものです。今回はストレスへの気づきと対処法について紹介します。 

 

 このような症状（ストレスサイン）が現れていませんか？ 
 

身体を動かそう！ 

身体を動かすと 

交感神経・副交感神経のバ

ランスが整い、ストレスの

軽減にも有効です。まずは

１日プラス10分歩いてみ

ませんか。座る姿勢が多い

方は、合間にストレッチや

マッサージを取り入れて

みましょう。 

□食欲がない、または食べ過ぎてしまう 

□便秘、下痢が続く 

□疲れやすい 

□頭痛、肩こり、胃痛がある 

□動悸、息苦しい 

□眠れない 

□わけもなく、涙が出る 

 

□気分が落ち込む、悲しい 

□理由もなくイライラする 

□集中力がなくなる 

□何をしても楽しく思えない 

□自分を責める 

□やる気が起きない 

□不安で落ち着かない 

 

□反応が遅くなる 

□家に閉じこもるようになる 

□ミスが多くなる 

□飲酒量が増える 

□遅刻、早退、欠勤が増える 

□ネガティブな発言が多くなる 

□髪型や服装などに気を使わなくなる 

 

ストレスが溜まっていると、交感神経が刺激され、身体の調整機能が追い付かなくなります。 

そのため意識的に副交感神経を活性化させる「ゆるみ時間」を作ることが大切です。 

「ゆるみ時間」を意識的に作ろう！ 

上記のような症状が 2週間以上続くときは、一人で抱え込まず相談しましょう。 

電話やインターネットなど様々な方法で相談できる窓口があります。 

●村民課福祉係● 

保健師（父島）2-3939 

保健師（母島）3-2111 

●診療所● 

小笠原診療所 2-3800 

母島診療所  3-2115 

●東京いのちの電話● 

03-3264-4343 

（24時間対応） 

 

心と体は密接に関係しているため、ストレスが溜まると体にも不調が現れる場合もあります。以下のような症状がサイ

ンとして現れていないか、自分自身に目を向けてみましょう。いつもと違うなと思ったらそれは SOSのサインです。 

それでも改善しないときは、誰かに話してみませんか？ 

 

体のサイン 

 

心のサイン 

 

行動のサイン 

 

食事を味わおう！ 

食事は副交感神経が活性化し

ます。テレビやパソコンを見

ながらの「ながら食べ」は避

け、普段よりゆったりと、ひと

くち、ひとくち味わって食事

をとる時間を意識的とりまし

ょう。心を「今、ここ」に戻す

と集中力を高めたり、 

情緒が安定する 

効果があります。 

お風呂でホッとタイム 

入浴中は 

副交感神経が 

活性化し、緊張がほぐれ

ると同時に、浮力効果が

加わって、心身ともに穏

やかな状態になります。

また血流も良くなり、体

からの老廃物や疲労物質

が取り除かれます。 

十分に睡眠をとろう！ 

睡眠は心身をリラックス

させる最高の休息時間で

あるとともに、交感神経・

副交感神経の大切な調整

の時間です。大人の場合、

最低 6 時間は連続して眠

るようにし、疲労が強い日

はプラス 1～2 時間は眠

るようにしましょう。 

●♯いのち SOS● 

0120-061-338 

（24時間対応） 

 

●島しょ保健所● 

小笠原出張所 

2-2951 

 



奥村宅地分譲 募集開始(～6/10) 南洋踊り講習会③

出入港日 都ノヤギ排除/硫黄島訪島事業 一般村民 申込〆切

産科・婦人科専門診療(父島)(～８日) 公認心理師による子育て個別相談申込〆切

定期予防接種(父島・母島) 小笠原小学校会計年度職員 申込〆切

保存食・保存水の配布(大口配布)(父島)(・19日)

母島フェスティバル

出入港日 南洋踊り講習会④

小笠原高等学校 授業公開週間(～11日) おが丸夏期乗船券の村民優先発売(・22日)

乳幼児計測会(母島)

保存食・保存水の配布開始(小口配布)(父島)

八丈訪問事業参加者 申込〆切

母島巡回ペット診療・相談(・8日) 入港日

保健所 仮設庁舎 運用開始 森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

小笠原中学校　学校公開(～11日) 出港日

有料老人ホーム「太陽の郷」入居申請〆切

出入港日 電話による無料法律相談

乳幼児健診・歯科健診(父島) 父島返還祭参加者申込〆切(ステージイベント)

動物対処室の長期休診 (～29日) 育児学級(歯科の会)(父島)申込〆切

南洋踊り披露・体験会(父島) 都ノヤギ排除

オガグワの森 植樹会(父島)申込〆切

小笠原小学校　学校公開(・１１日)

都ノヤギ排除

南洋踊り講習会①

おがさわら丸ドック入り(～27日)

オガグワの森 植樹会(父島)

保存食・保存水の配布(大口配布)(父島) 育児学級(歯科の会)(父島)

シロアリ対策事業(第１回)申込(～6/19)

シロアリ対策事業(群飛調査期間)(～20日)

南洋踊り講習会②

母島巡回労働相談 入港日

村営バスダイヤ改正 出港日

行政相談所の開設(父島)

都ノヤギ排除

固定資産税(第１期)・軽自動車税(種別割)納期限

軽自動車税(種別割)の減免申請〆切
※          マーク：小笠原高校 図書館開放日 (開館時間：午後２:30～５:00)

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　1日・8日・10日・13日・15日・17日・20日・22日・24日・27日・29日・31日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

2 木 17 金

1 水 16 木

3 金 18 土

5 日 20 月

4 土 19 日

7 火 22 水

6 月 21 火

9 木 24 金

8 水 23 木

月

11 土 26 日

10 金 25 土

29 水

13 月 28 火

12 日 27

31 金

15 水 30 木

14 火

5月のカレンダー

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

※15:00着(さるびあ丸) 

※10:30発(さるびあ丸)

※15:00発


